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◆はじめに 
この取扱説明書では，広域分散データモニタ装置 TELECERT 子局（以後は，「テレサー
ト」と称します）からデータ収集を行う TELECERT 標準ソフト TN960（バージョン 1.0
以降）の操作方法について説明します。 
 

本書の構成 
この取扱説明書は，下記の 5章で構成されています。 
 
●１章 TN960について 
 TN960の機能や，構成について説明しています。 
 
●２章 インストール手順 
 TN960のインストール，アンインストールの仕方について説明しています。 
 
●３章 画面操作 
起動方法，メニュー操作，コマンドの詳細について説明しています。 

 
●４章 自動処理機能 
子局自動巡回機能，警報データ自動受信機能等について説明しています。これらの機能

は，各設定データに基づき，指定した事象が発生するのを待って自動的に起動します。 
 
●５章 出力ファイル仕様 
 TN960が出力するファイルの形式について説明しています。 
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◆梱包品の確認 
製品の形名と梱包内容が，ご注文内容に合っていることをご確認ください。 
 

形名・コード表 
 

形名 仕様コード 内容 
TN960  テレサート標準ソフト 
 -21 DOS/V機Windows 95/98/NT4.0用 

 
梱包内容 

以下のものが揃っていることをご確認ください。 

• 3.5インチフロッピーディスク ……………………………… ２枚 

• 取扱説明書（本書：IM 77E01P11-01） ……………………… １冊 
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◆データ収集作業手順 
よりスムーズにテレサートからデータ収集するために，以下の順序で作業を進めることを

お勧めします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日常作業 

PC での作業 

必要に応じて、OS, Office 97, STARFAX

をインストールする 

［参照：各ソフトウェアの取扱説明書］

TN960 をインストールする 

［参照：本書2章 インストール手順］

子局を登録する 

［参照：本書3.4節 子局管理コマンド］ 

子局巡回順序を登録する 

［参照：本書3.4節 子局管理コマンド］ 

テレサートでの作業 

子局の時間設定をする 

［参照：TN95,TN950 操作説明書］ 

子局のパラメータを設定する 

（RS-232C またはモデムを使用） 

［参照：TN95,TN950 操作説明書］ 

自動巡回によるデータ収集 

［参照：本書4.1節 子局自動巡回機能］ 

警報の自動受信 

［参照：本書4.2節 警報データ自動受信処理］

印刷、グラフ表示設定をする 

［参照：本書3.14節 ユーザー設定コマンド］

日報・月報データのグラフ表示をする 

［参照：本書3.7.1項 グラフ表示コマンド］ 

日報・月報データの印刷をする 

［参照：本書3.7節 日報データコマンド］ 

日報データの FAX 自動送信 

［参照：本書4.4節 FAX自動送信機能］ 

収集データのバックアップをする 

［参照：ＯＳの取扱説明書］ 
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◆安全に使用するための注意事項 
本書に対する注意 

(1) 本書は，最終ユーザーまでお届けいただきますようお願いいたします。 
(2) 本製品の操作は，本書をよく読んで内容を理解した後に行ってください。 
(3) 本書は，本製品に含まれる機能詳細を説明するものであり，お客様の特定目的に適合
することを保証するものではありません。 

(4) 本書の一部または全部を，無断で転載，複製することは堅くお断りします。 
(5) 本書の内容については，将来予告なしに変更することがあります。 
(6) 本書の内容について，もしご不審な点や誤り，記載漏れなどお気付きのことがありま
したら，当社営業部または，お買い求めの代理店まで，ご連絡ください。 

 
本製品の保護・安全および改造に関する注意 

(1) 当該製品の保護・安全のため，当該製品を取り扱う際は，本書の安全に関する指示事
項に従ってください。なお，これらの指示事項に反する扱いをされた場合，当社は安

全性を保証しません。 
(2) 当該製品および本書には，安全に関する以下のようなシンボルマークを使用していま
す。 

 
注意 “注意”を示しています。 
   操作や機能を知る上で，注意すべき事柄を記述してあります。 
 
補足説明 “補足説明”を示しています。 
   用語の解説、関連情報を記述してあります。 
 
(3) 当該製品および当該製品で制御するシステムに対する保護・安全回路を設置する場合
は，当該製品外部に別途用意するようお願いいたします。 

(4) 当該製品の部品や消耗品を交換する場合は，必ず当社の指定品を使用してください。 
(5) 当該製品を改造することは堅くお断りします。 
 

本製品の免責について 
(1) 当社は，保証事項に定める場合を除き，当該製品に関していかなる保証も行いません。 
(2) 当該製品の使用により，お客様または第三者が損害を被った場合，あるいは当社の予
測できない当該製品の欠陥などのため，お客様または第三者が被った損害および間接

的損害に対しても，当社は責任を負いかねますので，ご了承ください。 
 

図の表記について 
本書に記載の図は，説明の都合上，強調や簡略化，または一部を省略していることがあり

ます。 
 

パラメータ設定値について 
設定した運転パラメータやセットアップパラメータについては，PC のハードディスクに
ファイルとして保存することができます。保存したファイルにつきまして，お客様の方で

管理されますようお願いします。 
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1 TN960について 

この章では，TN960の機能や構成について説明します。 
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1.1 TN960の目的と特長 
目 的 

TN960は，テレサートからデータ収集，警報受信，日報・月報の簡易表示および帳票デー
タ作成等のデータ処理を行うことを目的としたパッケージソフトウェアです。 

概 要 
• 二次周期データと警報データから日報・月報のデータ作成を行います。 

• 指定した時刻に子局を自動巡回し，二次周期データ，警報履歴データを収集します。 

• 警報が発生した場合，子局から親局に警報発報し，自動受信します。 
 

• 親局画面に日報，月報を表形式，グラフ形式で簡易表示します。 

• プリンターに日報，月報等の帳票を EXCEL経由で印刷します。 

• 親局から FAXに，日報を EXCEL→STARFAX99経由で定期的に自動出力します。 
 

• 親局からの要求で，親局画面に一次周期データをテーブル形式，グラフ形式で簡易表示し
ます。 

• 受信した警報を親局の警報監視画面に表示します。（簡易警報監視パネル機能） 
 

特 長 
• PC1台，汎用市販ソフト，汎用周辺機器だけで，親局を実現することができます。この親
局とテレサートを組み合わせて運用することにより，データ収集システムを安価に実現す

ることができます。 

• 子局の電話番号を登録するだけでも，データ収集システムの運用が可能です。 

• テレサートに対するデータ収集から，日報・月報データの作成までが自動化されているた
め，日常作業への負担は，最小限になっています。 

• 日報・月報データは何時でも見ることができます。グラフ表示も同様です。 

• 一部のデータが未収集でも，当日の日報データを FAX送信することができます。 

• 日報・月報データの印刷設定，グラフ表示設定において，ユーザーカスタマイズが可能で
す。 

• TN960が収集したデータは，CSVファイル形式で保存しているため，市販ソフトウェア，
ユーザー作成ソフトウェアを使用して，ユーザ固有のデータ加工（データベースへの登録

等）も可能になっています。 
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1.2 データ収集システム構成 
基本システム構成 

テレサートの親局として，TN960をインストールした PCを設置する場合のシステム構成
を下記に示します。 

 

TELECERT TN101/TN10

NTTアナログ公衆回線網

MODEM

日報印刷

親局 子局

プリンタ ＦＡＸ

日報印刷

TELECERT TN101/TN10ＰＣ

MODEM

MODEM
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1.3 動作環境 
TN960を動作させるために必要な使用環境を下記に示します。 

表 1 動作環境 

対象機種 DOS/Vパソコン，PC98NXシリーズパソコン 
プロセッサ Pentium 100MHz以上 
必要メモリー 32MB以上 
必要ハードディスク容量 30MByte～417MByte以上（子局数 1～44に対応） 

 ・１年分の収集データを保存することを前提 
 ・プログラム領域 20MByteを想定 

画面解像度 800×600ピクセル以上，256色以上（推奨 16000色以上） 
MODEM 推奨MODEM 

・ オムロン ME5614E 
・ アイワ  PV_BF5606 

外付けMODEM 
インターフェース 

RS-232Cポート １回線 

その他ハードウェア マウス，3.5 インチフロッピーディスクドライブ（TN960 インス
トール用） 

PC 

推奨動作環境 TN960専用の PCで，下記オプションソフトウェア以外のソフト
ウェアが組み込まれていないこと。 

動作 OS Windows95（日本語版，OSR2.1以降，IE 4.01以上）*1 
Windows98（日本語版，ServicePack 1） 
WindowsNT4.0（日本語版，ServicePack 5以上，IE 4.01以上） 

オプションソフトウェア Microsoft Office 97（日報・月報印刷用） 
MEGASOFT STARFAX99+STARFAX OCX（FAX送信用） 

オプションハードウェア CD-ROMドライブ（オプションソフトウェアインストール用） 
MOドライブ，CD-Rドライブ（収集データバックアップ用） 
LAN（ネットワークドライブ経由の収集データバックアップ用） 
プリンター（日報・月報印刷用） 

電話回線 NTTアナログ公衆回線 １回線 
PBX（構内回線）  １回線 

 

*1) Windows95の場合，TN960を連続して 49日以上稼働させる場合，Vtdapi.vxdをアップ
デートする必要があります。下記の URLからWWWブラウザを使用して，ダウンロ
ード可能です。 

   http://www.microsoft.com/japan/win95/modules/687.htm 

 Windows98の場合も同様に，Service Pack 1をインストールする必要があります。 
 
 

 

注意 
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1.4 TN960の機能 
TN960は，下記の機能から成り立っています。 
 
● 子局自動巡回機能 
指定した時刻に，テレサートから，二次周期データ，警報履歴データを自動的に収集し，

日報データ，月報データの形式にまとめます。 
【参照】4.1節 子局自動巡回機能 
● 警報データ自動受信機能 
テレサートからの警報発報を自動受信し，新規警報データを日報データ，月報データの

形式にまとめます。 
【参照】4.2節 警報データ自動受信処理 
● FAX自動送信機能 
指定した時刻に，当日または前日の日報データを自動的に FAX送信します。 
（オプションソフトウェアの EXCEL, STARFAX99を利用します。） 
【参照】4.4節 FAX 自動送信機能 
● 日報データ表示機能 
まとめられた日報データを元に，表形式表示，グラフ表示，EXCEL 経由の印刷を行い
ます。 
【参照】3.7節 日報データコマンド 
● 月報データ表示機能 
まとめられた月報データを元に，表形式表示，グラフ表示，EXCEL 経由の印刷を行い
ます。 
【参照】3.8節 月報データコマンド 
● 一次周期データ表示機能 
テレサートから一次周期データを収集し，グラフ表示します。 
【参照】3.9節 一次周期データコマンド 
● 警報監視機能 
新規警報データを警報ランプの形状で，簡易警報監視盤上に表示します。 
【参照】3.10節 警報監視コマンド 
● 警報状態収集機能 

TN960起動時から警報監視画面にテレサートの警報状態を正しく表示するために，子局
を巡回して，警報状態を収集します。 
【参照】4.3節 子局警報状態収集機能 
● 子局設定ツール起動機能 
子局パラメータ設定ツール(TN950, TN95)を TN960からシームレスに起動します。 
【参照】3.16節 TN95 起動コマンド 
● 子局管理機能 
子局（テレサート）の登録，子局設定パラメータのアップロード，巡回スケジュール設

定などを行います。 
【参照】3.4節 子局管理コマンド 
● ユーザー設定機能 
日報データ，月報データの表示形式，日報データグラフ，月報データグラフの表示形式

等の設定を行います。子局管理以外の設定をまとめて行います。 
【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
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1.5 TN960の機能構成 
TN960の機能構成を下記に示します。 

 

TN101/TN10 TN101/TN10

モデム

NTT
アナログ

公衆回線網

TN960 Main画面

子局自動巡回機能

FAX自動送信機能
(STARFAX99を含む)

警報データ自動受信

機能

子局管理機能

・収集データファイル

・表示用日報月報

　データファイル

Windows画面

一次周期データ表示

機能

日報データ表示機能

月報データ表示機能

子局設定ツールの起

動

ＴＮ９５０

ＴＮ９５

・子局情報データ*1
・ 巡回設定データ*1
・ ユーザー設定データ*1
・ 前回処理時刻データ*1
・ 処理結果ログデータ*1

ＥＸＣＥＬ

帳票データ

(EXCEL ﾃﾞｰﾀ)

*1)TN960共通参照データ

会話機能 外部機能自動処理機能

ユーザー設定機能

警報監視機能

 
図 1 機能構成図 
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1.6 TN960の基本仕様 
TN960の基本仕様および制限値を下記に示します。 

基本仕様 
(1) 子局の機種 

TELECERT / TN101および TN10 
(2) データ収集方式 

表 2 データ収集方式一覧 

No 方式 収集時刻 TELECERT（子局）側データ種類 利用機能 
1 親局→子局へ問

い合わせ 
1 回～24 回
／1日 

・ アナログ入力データ，ディジタル入力デ

ータの二次周期データ 
・ 警報履歴データ 

日報データ表示機能 
月報データ表示機能 

2 親局→子局へ問

い合わせ 
随時 ・アナログ入力データ，ディジタル入力デ

ータの一次周期データ 
一次周期データ表示

機能 
3 子局→親局へ警

報発報 
随時 ・新規警報データ 警報監視機能 

(3) 標準の周期設定 

表 3 標準の周期設定一覧 

項目 周期 保存／取り出しデータ数 
TELECERT（子局）の一次周期間隔 １分  180個（３時間分） 
TELECERT（子局）の二次周期間隔 1時間 TN101 / 72個（3日分） 

TN10 / 768個（32日分） 
親局からの問い合わせ間隔 1～24時間 1個～24個（1～24時間） 

(4) 推奨子局数 

• 子局へのリダイヤル時間を設定した場合，7局／時間まで巡回可能です。 
子局へのリダイヤル時間を設定しない場合，24局／時間まで巡回可能です。 

• 一日 6 時間収集に当たるとして，子局へのリダイヤル時間を設定した場合，42 局／親局
まで，子局を接続可能です。 
子局へのリダイヤル時間を設定しない場合，144局／親局まで，子局を接続可能です。 

(5) 収集データサイズ 

二次周期データ，警報履歴データ，新規警報データを 1年間収集した場合の収集データの
総量を試算した結果を下記に示します。 

表 4 収集データサイズ一覧 

子局数 １年間分のデータ量 
１ ９．５Ｍｂｙｔｅ 
４２ ４１７Ｍｂｙｔｅ 
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制限値 
表 5 制限値一覧 

項目 制限値 
登録可能最大子局数 物理メモリー＋スワップファイルサイズの上限まで 
収集データファイル最大

保存数（日数） 
４０００日（約１０年） 

警報ランプ最大表示行数 標準設定で約５４０行 
一次周期データ最大表示

個数 
標準設定で約１６００個（約２６時間） 

ログ表示画面行数 ７００行 
接点入力積算値の１時間

あたりの最大増分量 
65535 

 
制限事項 

• 子局のパラメータ設定は，子局パラメータ設定ツール(TN950, TN95)を使用して行って下
さい。また，子局パラメータを変更した場合，子局管理メニュー／子局管理コマンド／ア

ップロード機能を使用して，子局情報をテレサートから PCにアップロードして下さい。 

• TN10を新規に増設した場合，TN10にユニットを追加した場合，子局パラメータ設定ツー
ルにて，子局の時刻設定を行い，各ユニットに同一の時刻設定をして下さい。 
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1.7 子局側必須パラメータ 
テレサートを TN960 と組み合わせて使用する場合，テレサートに必ず設定する必要のあ
るパラメータがあります。下記にその一覧を示します。 
必須パラメータを設定しないと，TN960において，子局の登録ができません。 
 

TN101の設定パラメータ 
表 6 モデムユニットのデータ構成 

データ番号 データ名 設定内容 備考 
0503 日付 年/月/日 必須 
0504 時刻 時:分:秒 必須 

0505,0506 局名 16文字 必須（子局間でユニーク） 
0620 セキュリティ動作 有効，無効    任意 
0621 パスワード 8文字    任意 
0701 警報発報動作 発生と復帰 必須 

0702～0705 第一警報発報先 32文字 必須（親局に対して） 
0801 定時発報動作 無効 必須（親局に対して） 
0901 日報発報動作 無効 必須（親局に対して） 
1102 一次周期記録周期 1分 必須 
1202 二次周期記録周期 1時間 必須 
1501 発報プロトコル 標準 必須 

 
表 7 TN400のデータ構成 

データ番号 データ名 設定内容 備考 
0401 カードタグ番号 8文字 必須（同一子局内でユニーク） 

0403,0404 カードコメント 16文字    任意 
0501 チャネル１／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 

0502～0505 チャネル１／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 
0506 チャネル１／警報検出条件 警報点毎    任意 
0510 チャネル１／警報検出動作 警報点毎    任意 
0601 チャネル２／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 

0602～0605 チャネル２／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 
0606 チャネル２／警報検出条件 警報点毎    任意 
0610 チャネル２／警報検出動作 警報点毎    任意 
0701 チャネル３／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 

0702～0705 チャネル３／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 
0706 チャネル３／警報検出条件 警報点毎    任意 
0710 チャネル３／警報検出動作 警報点毎    任意 
0801 チャネル４／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 

0802～0805 チャネル４／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 
0806 チャネル４／警報検出条件 警報点毎    任意 
0810 チャネル４／警報検出動作 警報点毎    任意 
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表 8 TN420のデータ構成 

データ番号 データ名 設定内容 備考 
0331 I/O選択状態 チャネル毎    任意 
0401 カードタグ番号 8文字 必須（同一子局内でユニーク） 

0403,0404 カードコメント 16文字    任意 
0501 チャネル１／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
0508 チャネル１／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0511 チャネル１／警報検出動作 無効，有効    任意 
0601 チャネル２／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
0608 チャネル２／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0611 チャネル２／警報検出動作 無効，有効    任意 
0701 チャネル３／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
0708 チャネル３／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0711 チャネル３／警報検出動作 無効，有効    任意 
0801 チャネル４／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
0808 チャネル４／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0811 チャネル４／警報検出動作 無効，有効    任意 
0901 チャネル５／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
0908 チャネル５／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0911 チャネル５／警報検出動作 無効，有効    任意 
1001 チャネル６／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
1008 チャネル６／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
1011 チャネル６／警報検出動作 無効，有効    任意 
1101 チャネル７／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
1108 チャネル７／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
1111 チャネル７／警報検出動作 無効，有効    任意 
1201 チャネル８／タグ番号 8文字 必須（同一カード内でユニーク） 
1208 チャネル８／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
1211 チャネル８／警報検出動作 無効，有効    任意 
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TN10の設定パラメータ 
表 9 ユニット共有データ構成 

データ番号 データ名 設定内容 備考 
0503 日付 年/月/日 必須 
0504 時刻 時:分:秒 必須 

0505,0506 局名 16文字 必須（子局間でユニーク） 
0507 RUN発報動作 有効 必須 
0620 セキュリティ動作 有効，無効    任意 
0621 パスワード 8文字    任意 
0701 警報発報動作 発生と復帰 必須 

0702～0705 第一警報発報先 32文字 必須（親局に対して） 
0801 定時発報動作 無効 必須（親局に対して） 
0901 日報発報動作 無効 必須（親局に対して） 
1102 一次周期記録周期 1分 必須 
1202 二次周期記録周期 1時間 必須 

 
表 10 ユニット固有データ構成 

データ番号 データ名 設定内容 備考 
0401 ユニットタグ番号 8文字 必須（同一子局内でユニー

ク） 
0403,0404 ユニットコメント 16文字    任意 

0501 DIチャネル１／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
0503 DIチャネル１／積算方式 カウント，時間    任意 
0508 DIチャネル１／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0511 DIチャネル１／警報検出動作 有効，無効    任意 
0601 DIチャネル２／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
0603 DIチャネル２／積算方式 カウント，時間    任意 
0608 DIチャネル２／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0611 DIチャネル２／警報検出動作 有効，無効    任意 
0701 DIチャネル３／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
0703 DIチャネル３／積算方式 カウント，時間    任意 
0708 DIチャネル３／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0711 DIチャネル３／警報検出動作 有効，無効    任意 
0801 DIチャネル４／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
0803 DIチャネル４／積算方式 カウント，時間    任意 
0808 DIチャネル４／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0811 DIチャネル４／警報検出動作 有効，無効    任意 
0901 DIチャネル５／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
0903 DIチャネル５／積算方式 カウント，時間    任意 
0908 DIチャネル５／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
0911 DIチャネル５／警報検出動作 有効，無効    任意 
1001 DIチャネル６／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
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1003 DIチャネル６／積算方式 カウント，時間    任意 
1008 DIチャネル６／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
1011 DIチャネル６／警報検出動作 有効，無効    任意 
1101 DIチャネル７／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
1103 DIチャネル７／積算方式 カウント，時間    任意 
1108 DIチャネル７／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
1111 DIチャネル７／警報検出動作 有効，無効    任意 
1201 DIチャネル８／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
1203 DIチャネル８／積算方式 カウント，時間    任意 
1208 DIチャネル８／警報検出条件 H,L,状態変化    任意 
1211 DIチャネル８／警報検出動作 有効，無効    任意 
1301 AIチャネル１／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
1302～1305 AIチャネル１／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 

1306 AIチャネル１／警報検出条件 警報点毎    任意 
1310 AIチャネル１／警報検出動作 警報点毎    任意 
1401 AIチャネル２／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
1402～1405 AIチャネル２／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 

1406 AIチャネル２／警報検出条件 警報点毎    任意 
1410 AIチャネル２／警報検出動作 警報点毎    任意 
1501 AIチャネル３／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
1502～1505 AIチャネル３／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 

1506 AIチャネル３／警報検出条件 警報点毎    任意 
1510 AIチャネル３／警報検出動作 警報点毎    任意 
1601 AIチャネル４／タグ番号 8文字 必須（同一ユニット内でユニ

ーク） 
1602～1605 AIチャネル４／第１～第４警報点 -25.0～125.0    任意 

1606 AIチャネル４／警報検出条件 警報点毎    任意 
1610 AIチャネル４／警報検出動作 警報点毎    任意 

 

• TN10において，ユニットを交換する場合，注意が必要です。交換前と後とで SUFFIX CODE
が異なる場合，別の子局名を設定してください。同じ子局名を使用すると，例えば，ユニ

ット 1のチャネル 1が，交換前は，アナログ入力データだったものが，交換後，接点入力
時間積算値に変わってしまうと，「日報データ画面」，「月報データ画面」において，異

常な表示が発生します。 

• TN10 において，同一子局内でユニット番号を交換した場合，別の子局名を設定してくだ
さい。同じ子局名を使用すると，上記と同じ，異常な表示が発生します。 

 

注意 
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2 インストール手順 

この章では，TN960のインストール，アンインストールの仕方について説明します。 
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2.1 インストール 
TN960を使用するためには，PCに TN960をインストールして使える状態にする必要があ
ります。 
下記の手順により，PCに TN960のインストールを行って下さい。 
 

PC環境の確認 
• PCに指定の OSがインストールされているか確認をして下さい。 
【参照】表 1 動作環境 (1-4ページ) 

• Windows95または，WindowsNT4.0がインストールされている場合，Internet Explorer 4.01
以上がインストールされていることを確認して下さい。また，インストールされていない

場合，TN960が起動できないか，または，TN960のツールバーが正しく表示されません。 
 

Microsoft Office 97のインストール 
EXCEL経由の日報・月報データ印刷機能をご利用になる場合は，Microsoft Office 97をイ
ンストールする必要があります。 
Office 97の取扱説明書に従い，標準インストールをして下さい。 
MEGASOFT STARFAX 99を使用して，FAX自動送信する場合にも Office 97のインスト
ールを行って下さい。 
 

MEGASOFT STARFAX 99のインストール 
日報データの FAX自動送信機能をご利用になる場合には，MEGASOFT STARFAX 99を
インストールする必要があります。 
STARFAX 99の取扱説明書に従い，標準インストールをして下さい。 
引き続いて，STARFAX OCXのインストールをして下さい。 
STARAX OCXの最新モジュールは，下記の URLからWWWブラウザを利用して，ダウ
ンロード可能です。 

http://www.megasoft.co.jp/starfax/ocx/index.html 
STARFAX OCXモジュールのファイル名は，SFOCXNEW.EXEです。 
ダウンロードした SFOCXNEW.EXE をエクスプローラからダブルクリックするとインス
トールが始まります。 

• STARFAX OCXは，当社から提供の EXCELブックファイルに含まれているマクロから利
用されています。TN960 に登録した FAX 番号を利用して，FAX 自動送信するために，
STARFAX OCXを利用しています。 

• 動作確認されている STARFAX OCXの最新バージョンは 99/10/04付けのバージョンです。
(1999/11月現在) 

• STARFAX 99もバージョンアップが行われていますが，動作確認されている最新バージョ
ンは，Ver 1.04です。(1999/11月現在) 

注意 

補足説明 
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• STARFAX 99 をインストールする前に，[コントロールパネル]－[モデム]を使用して，モ
デムの追加を行って下さい。 

• Windows NT 4.0の場合，モデムを追加する際，モデムの形名に正しいモデム形名を指定し
ないで下さい。正しいモデム形名が登録されると，TN960が COMポートに直接アクセス
できなくなるため，TN960からモデムが使用不可能になります。なお，正しいモデム形名
を登録した場合は必ず削除して下さい。削除するには，[コントロールパネル]－[モデム]
を選択し，一覧から削除して下さい。 
そのかわり，モデム形名に，“標準モデム 28800bps”を指定して下さい。 
STARFAXで使用するモデムには，“標準モデム 28800bps”を指定して下さい。 

• STARFAX 99 インストール時に WORD, EXCEL 等から FAX 出力するための FAX 
PRINTERのインストールをする箇所がありますが，ここはスキップしないで，必ず FAX 
PRINTER(FAX出力可能なプリンターを意味します。)のインストールを行って下さい。イ
ンストールしないと，FAX出力ができません。FAX PRINTERの出力ポートは，Windows 
95, Windows 98の場合，COM1:を選択して下さい。WindowsNTの場合，COM1:が一覧に
出力されていないので，代わりに LPT1:を選択して下さい。（LPT1:はパラレルポートに
なります。） 
FAX PRINTERの名前は，標準の”MEGASOFT STARFAX”を変更しないで下さい。 
FAX PRINTERのインストールをスキップしてしまった場合，ローカルプリンターの追加
を行って下さい。プリンターの機種を選択するとき，ディスクからボタンを押して，(Q:
を CD-ROMドライブと仮定します) 
  Q:¥SFX99¥WIN9598¥OEMSETUP.INF (Windows95/98の場合) 
  Q:¥SFX99¥WINNT¥OEMSETUP.INF (WindowsNTの場合) 
を選択して，登録して下さい。 

• Windows NT/4.0をご使用の場合は，TN960のインストール後，標準 EXCELデータファイ
ル名の選択変更が必要です。（FAX PRINTERの出力ポートを変更したため） 
詳細は，5.3節 標準 EXCELデータファイルについてを参照して下さい。 

注意 
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TN960のインストール 
(1) 「テレサート標準ソフト TN960 Disk1」とラベルに書かれたフロッピーディスクを PC
のフロッピーディスクドライブに挿入して下さい。 

 
(2)  マウスを操作し，[スタートメニュー]－[ﾌｧｲﾙ名を指定して実行(R)]の順にクリックし
てください。「ファイル名を指定して実行画面」に"フロッピーディスクドライブ
名:¥setup.exe"を入力後，ＯＫボタンを押します。この後は，画面に表示される指示に 
従って，操作して下さい。 

 
(3) 下記の画面において，次へ(N)>ボタンを押すと，次の画面を表示します。 

 
(4) 下記の画面において，次へ(N)>ボタンを押すと，次の画面を表示します。 
次の画面に進む前に、注意事項をお読み下さい。 
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(5) 下記の画面において，「名前」，「会社名」，「シリアル番号」を入力して下さい。 
「シリアル番号」は，本書の裏表紙にシリアル番号が書かれたシールが貼られていま

すので，その文字列を入力して下さい。 
次へ(N)>ボタンを押すと，次の画面を表示します。 
 

 
 

• シリアル番号は，記録を取り，保管していただくことをおすすめします。 
 
(6) この後は，画面に表示される指示に従って，操作して下さい。 
 

注意 

YOKOGAWA 

YOKOGAWA 
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2.2 アンインストール 
TN960 を使用しなくなった場合，アンインストールすることにより，PC から削除するこ
とができます。 
 

TN960のアンインストール 
(1) マウスを操作し，[スタートメニュー]-[設定]-[コントロールパネル]の順にクリックし
て下さい。コントロールパネルが表示されます。 
ここで，「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックして下さい。 

 
(2) 「一覧」の中からテレサート標準ソフト(TN960)を選択後，追加と削除ボタンを押し
て下さい，アンインストールが自動的に始まります。 
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3 画面操作 

この章では，起動方法，メニュー操作，コマンドの詳細について，説明します。 
画面毎のパラメータの意味，操作方法については，各コマンドの説明を参照して下さい。 
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3.1 起動方法 
下記の手順により，TN960を起動して下さい。 
 

起動前の準備 
• TN960を起動する前に，PCとモデムとの接続を確認して下さい。 

• モデムに電話のモジュラーケーブルが LINE端子に接続されていることを確認して下さい。 
最初の起動 

初めて TN960を起動した場合，下記の操作を行って下さい。 
 
(1) マウスを操作し，[スタートメニュー]-[プログラム]-[TN960]-[TN960]の順にクリックし
て下さい。通信設定が行われていないので，下記の画面を表示します。 
OK ボタンを押すと「通信設定画面」を表示します。 

 
(2) 下記の「通信設定画面」において，COM ポートとモデムに関するパラメータを設定

後，OK ボタンを押すとパラメータを保存します。キャンセルボタンを押すと，パラ
メータを保存しません。TN960 メイン画面の[設定]-[通信設定]コマンドにより，再度
通信設定を行って下さい。いずれの場合も次に TN960メイン画面を表示します。 
【参照】3.13節 通信設定コマンド 

 
(3) TN960 メイン画面を表示します。前の「通信設定画面」において，OK ボタンを押し
た場合は，設定したパラメータに基づいて，モデムの初期化を行います。 
【参照】3.2節 TN960メイン画面 
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２回目以降の起動 
TN960の起動が２回目以降となる場合，下記の操作を行って下さい。 
 
(1) マウスを操作し，[スタートメニュー]-[プログラム]-[TN960]-[TN960]の順にクリックし
て下さい。 
通信設定を行っていない場合，前ページの最初の起動と同じ画面を表示します。 
テレサートを子局として登録していない場合，すぐに，TN960メイン画面を表示しま
す。 
テレサートを子局として登録している場合，下記の「警報状態収集確認画面」を表示

します。「警報監視画面」にテレサートの正しい警報状態を最初から表示したい場合，

巡回開始ボタンを押して下さい。正しい警報状態の表示が不要な場合，キャンセルボ

タンを押して下さい。いずれの場合も，次に TN960メイン画面を表示します。 
【参照】4.3節 子局警報状態収集機能 

 
(2) TN960メイン画面を表示します。前の「警報状態収集確認画面」において， 
巡回開始ボタンを押した場合は，子局自動巡回を行ってテレサートの警報状態を収集

します。 
【参照】3.2節 TN960メイン画面 

 
初めて TN960を使用する場合 

初めて TN960を使用する場合、初期設定が必要です。 
 
初期設定の方法は、TN960のヘルプファイルに記載しています。 
ヘルプファイルを表示するには、TN960 のメイン画面を表示後、キーボードのＦ１ファ
ンクションキーを押して下さい。 
初めて TN960を使う場合の初期設定手順が表示されます。 
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3.2 TN960メイン画面 
TN960を起動すると，最初に表示されるのが，TN960メイン画面です。 
本画面は，ワープロソフトと同じように，メニューバー，ツールバーを持っています。 
 
TN960に組み込まれた様々な機能はコマンド単位に実行されるので，そのコマンドを分類
し，まとめたものが，メニューバーです。メニューバーの各メニューに含まれるコマンド

を実行すると，そのコマンドに対応した画面が表示されます。 
また，使用頻度の高いコマンドを選び出してまとめたものが，ツールバーです。 
 
TN960が，ワープロソフトと異なる点は，ワープロソフトは通常１種類の子画面を持って
いますが，TN960は，メイン画面の中に複数種類の子画面を持っている点です。 
子画面の種類が異なれば，取り扱うデータが違うので，使用可能な機能も異なってきます。

そして，機能が異なれば，メニューバーのメニューも併せて変更する必要があります。こ

のため，TN960では，選択した画面が変われば，メニューバーに表示されるメニューが画
面毎に変化します。また，操作性を向上させるため，ツールバーを画面毎に持っています。 
 

画面各部の名称 

 
① 子局管理ボタン 

子局管理画面を表示します。 
【参照】3.4節 子局管理コマンド 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑧

メニューバー

ツールバー
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② 日報データボタン 
日報データ表示画面を表示します。 
【参照】3.7節 日報データコマンド 

③ 月報データボタン 
月報データ表示画面を表示します。 
【参照】3.8節 月報データコマンド 

④ 一次周期ボタン 
一次周期データ表示画面を表示します。 
【参照】3.9節 一次周期データコマンド 

⑤ 警報監視ボタン 
警報監視画面を表示します。 
【参照】3.10節 警報監視コマンド 

⑥ ユーザー設定ボタン 
ユーザー設定画面を表示します。 
【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 

⑦ TN960モニター画面 
TN960起動時に自動的に表示されます。 
【参照】3.11節 TN960モニターコマンド 

⑧ ログ表示画面 
TN960起動時に自動的に表示されます。 
【参照】3.12節 ログ表示コマンド 

 
自動処理機能 

TN960を起動すると，ユーザー設定データ，巡回設定データに基づいて，子局自動巡回機
能，FAX 自動送信機能が待機しています。そして，設定した時刻が来ると，自動的に子
局の巡回，FAX送信を行います。同時に，警報データ自動受信機能も起動しています。 
各々の機能の開始，途中経過，終了のメッセージを，「ログ表示画面」に表示します。 
 

自動処理機能実行中の画面操作 
TN960は，日報データ画面，月報データ画面を操作中にも，子局を巡回し，二次周期デー
タを収集できるようになっていますが，例えば，二次周期データの集計計算と，日報デー

タの表示が同時に実行される場合，内部データの競合が発生するため，日報データの更新

表示が時々止まることがあります。この場合，集計計算が終了するまでしばらく待てば，

スムーズに表示されるようになります。 
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3.2.1 メニュー操作 

メニューバーのメニューをクリックすると，プルダウンメニューが表示されます。 
プルダウンメニューには，コマンド名が表示されています。 
コマンドをクリックすると，対応した画面が表示されます。 
メニュー操作によって起動されるコマンドの概要を下記に説明します。 
 

ファイル・メニュー 
常に表示しているメニューです。 
 

日報・月報データ更新・コマンド 

日報・月報データ更新画面を表示します。 
【参照】3.3節 日報・月報データ更新コマンド 

終了・コマンド 

TN960を終了します。終了確認メッセージボックスを表示します。 

• Windowsが終了するときは、終了確認メッセージボックスは、表示されません。 
 

データ収集・メニュー 
常に表示しているメニューです。 
 

子局管理・コマンド 

子局管理画面を表示します。 
【参照】3.4節 子局管理コマンド 

手動巡回・コマンド 

子局巡回による二次周期データ収集を実行します。 
【参照】3.5節 手動巡回コマンド 

巡回中止・コマンド 

子局巡回中止を実行します。 
【参照】3.6節 巡回中止コマンド 
 

表示・メニュー 
常に表示しているメニューです。 
 

日報データ・コマンド 

日報データ画面を表示します。 
【参照】3.7節 日報データコマンド 

月報データ・コマンド 

月報データ画面を表示します。 
【参照】3.8節 月報データコマンド 

一次周期データ・コマンド 

一次周期データ画面を表示します。 
【参照】3.9節 一次周期データコマンド 

警報監視・コマンド 

警報監視画面を表示します。 
【参照】3.10節 警報監視コマンド 

補足説明 
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TN960モニター・コマンド 

TN960モニター画面を表示します。 
【参照】3.11節 TN960モニターコマンド 

ログ表示・コマンド 

ログ表示画面を表示します。 
【参照】3.12節 ログ表示コマンド 
 

設定・メニュー 
常に表示しているメニューです。 
 

通信設定・コマンド 

通信設定画面を表示します。 
【参照】3.13節 通信設定コマンド 

ユーザー設定・コマンド 

ユーザー設定画面を表示します。 
【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 

TN950起動・コマンド 

TN950を起動します。 
【参照】3.15節 TN950起動コマンド 

TN95起動・コマンド 

TN95を起動します。 
【参照】3.16節 TN95起動コマンド 

パスワード変更・コマンド 

パスワード変更画面を表示します。 
【参照】3.17節 パスワード変更コマンド 

設定データ保存・コマンド 

設定データを保存します。 
【参照】3.18節 設定データ保存コマンド 

設定データ読み込み・コマンド 

設定データを読み込みます。 
【参照】3.19節 設定データ読み込みコマンド 

全総計のリセット・コマンド 

チャネル毎の表示定義データが持つ総計を，全てのチャネルについて０にリセットします。 
【参照】3.20節 全総計のリセットコマンド 
 

ウィンドウ・メニュー 
常に表示しているメニューです。 
 

重ねて表示・コマンド 

子画面を重ねて表示します。 
並べて表示・コマンド 

子画面をタイル上に表示します。 
アイコンの整列・コマンド 

アイコン状態になっている子画面のアイコンを整列します。 
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ヘルプ・メニュー 
常に表示されるメニューです。 
 

トピックの検索・コマンド 

TN960ヘルプファイルのトピック画面（目次画面）を表示します。 
TN960のバージョン情報・コマンド 

TN960のバージョンとシリアル番号を表示します。 
 

ログ表示・メニュー 
ログ表示画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

コピー・コマンド 

ログ表示画面の文字列をクリップボードにコピーします。 
【参照】3.12節 ログ表示コマンド 
 

子局管理・メニュー 
子局管理画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

子局登録・コマンド 

子局の登録を実行します。 
【参照】3.4.1項 子局登録コマンド 

子局削除・コマンド 

子局の削除を実行します。 
【参照】3.4.2項 子局削除コマンド 

子局変更・コマンド 

子局の電話番号，パスワード，子局情報の変更を実行します。 
【参照】3.4.3項 子局変更コマンド 

アップロード・コマンド 

子局情報の変更を実行します。 
【参照】3.4.4項 アップロードコマンド 

巡回設定・コマンド 

子局巡回設定画面を表示します。 
【参照】3.4.5項 巡回設定コマンド 
 

日報データ・メニュー 
日報データ画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

グラフ表示・コマンド 

日報グラフ画面を表示します。 
【参照】3.7.1項 グラフ表示コマンド 

印刷・コマンド 

日報データの印刷をします。 
【参照】3.7.2項 印刷コマンド 
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日報グラフ・メニュー 
日報グラフ画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

再表示・コマンド 

日報グラフを再表示します。 
【参照】3.7.1項 グラフ表示コマンド 
 

月報データ・メニュー 
月報データ画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

グラフ表示・コマンド 

月報グラフ画面を表示します。 
【参照】3.8.1項 グラフ表示コマンド 

印刷・コマンド 

月報データの印刷をします。 
【参照】3.8.2項 印刷コマンド 
 

月報グラフ・メニュー 
月報グラフ画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

再表示・コマンド 

月報グラフを再表示します。 
【参照】3.8.1項 グラフ表示コマンド 
 

一次周期データ・メニュー 
一次周期画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

収集開始・コマンド 

一次周期データの収集を開始します。 
【参照】3.9節 一次周期データコマンド 

再表示・コマンド 

一次周期データ画面を再表示します。 
【参照】3.9節 一次周期データコマンド 
 

警報監視・メニュー 
警報監視画面を選択したときに表示されるメニューです。 
 

警報確認・コマンド 

警報ランプの点滅を解除します。 
【参照】3.10節 警報監視コマンド 

全画面表示・コマンド 

警報監視画面を最大表示します。 
【参照】3.10節 警報監視コマンド 
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3.3 日報・月報データ更新コマンド 
日報 CSVファイル，月報 CSVファイルを再作成します。 
帳票のフォーマットが変更になった場合，作成済みの日報月報 CSV ファイルも新しいフ
ォーマットで作り直したい場合に使用します。 
[設定メニュー]-[総計のリセット]コマンドを使用した場合にも本機能を使用します。 
「日報・月報データ更新画面」を表示します。 
 

日報・月報データ更新画面 
 

画面各部の名称 

 
① 日報データ更新開始日 

日付を選択します。 
② OKボタン 

指定した日付以降の日報 CSVファイル，月報 CSVファイルを再作成します。 
終了後，メイン画面に戻ります。 
【参照】日報・月報データの再作成 

③ キャンセルボタン 
メイン画面に戻ります。 

 
基本操作 

• 最初に，「日報データ更新開始日」右端のボタンを押して，日報データの更新を開始した
い日付を選択して下さい。 

• OK ボタンを押して，日報・月報データの再作成を実行して下さい。 
 

①

② ③
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日報・月報データの再作成 

• 日報 CSVファイルとは，日報データを CSVファイル形式でまとめたファイルで，「日報
データ画面」に表示するファイルです。ファイル名の先頭に DAYが付いています。 

• 月報 CSVファイルとは，月報データを CSVファイル形式でまとめたファイルです。「月
報データ画面」に表示するファイルです。ファイル名の先頭にMONTHが付いています。 

• 日報・月報 CSV ファイルは，子局自動巡回の終了後や警報データ受信後に作成していま
す。作成する日付は，二次周期データが持つ日付，警報データが持つ日付になりますので，

その日付以外の日報・月報 CSV ファイルはそのままになっています。従って，「ユーザ
ー設定画面」で日報・月報に関するパラメータを変更すると，設定データと日報・月報デ

ータのフォーマットにずれが発生します。このずれを一致させることが本機能の目的です。 

• 「ユーザー設定画面」で指定したパラメータ設定値に基づいて，収集データファイルから
再作成します。 

• 収集データファイルが存在するフォルダーは，「ユーザー設定画面」の「全般１タブ画面」
にある「収集データファイル保存フォルダー」パラメータで指定します。 

• 日報・月報 CSV ファイルが存在するフォルダーは，「ユーザー設定画面」の「全般１タ
ブ画面」にある「日報月報 CSVファイル保存フォルダー」パラメータで指定します。 
【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
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3.4 子局管理コマンド 
テレサートを子局として登録・管理します。子局として登録したテレサートに対して，子

局自動巡回を行ったり，警報データを受信したり，日報・月報データを作成したりするこ

とが可能です。 
子局として登録する際，テレサートから必要なパラメータ設定値をアップロードして，子

局情報として登録します。それと同時に，「ユーザー設定画面」のパラメータ設定値の内，

子局に関するパラメータ設定値のデフォルト値を登録します。 
子局の電話番号，ユニット構成等が変わった場合は，子局のパラメータ設定値をアップロ

ードして，子局情報の更新を行うことができます。 
子局が存在しなくなった場合は，子局情報を削除することができます。 
「子局管理画面」を表示します。 
 

子局管理画面 
 

画面各部の名称 

 
① 閉じるボタン 

「子局管理画面」を閉じます。 
② 子局登録ボタン 

「子局登録画面」を表示します。 
【参照】3.4.1章 子局登録コマンド 

③ 巡回設定ボタン 
「巡回設定画面」を表示します。 
【参照】3.4.5章 巡回設定コマンド 

④ ツリービュー 
親局，子局，TN101のカード，TN101のユニットをツリー表示します。 
「親局アイコン」は，TN960がインストールされた PCを示しています。 
「子局アイコン」は，登録した子局を子局名順にソートして表示します。 
「カード／ユニットアイコン」は，子局が持つカードまたはユニットをスロット番号

／ユニット番号順にソートして表示します。 

① ② ③

④ ⑤

親局アイコン

子局アイコン

カード／ユニット

アイコン
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⑤ リストビュー 
子局情報，カード／ユニット情報，カード／ユニットのチャネル情報のいずれかを表

示します。 
ツリービュー 

「親局アイコン」，「子局アイコン」を右ボタンクリックするとポップアップメニューを

表示します。 
 

ポップアップメニュー 

(1) 「親局アイコン」を右ボタンクリックすると，下記のメニューを表示します。 

子局登録 
「子局登録画面」を表示します。 
【参照】3.4.1章 子局登録コマンド 

 
(2) 「子局アイコン」を右ボタンクリックすると，下記のメニューを表示します。 

子局削除 
「子局削除画面」を表示します。 
【参照】3.4.2章 子局削除コマンド 

子局変更 
「子局変更画面」を表示します。 
【参照】3.4.3章 子局変更コマンド 

アップロード 
「アップロード画面」を表示します。 
【参照】3.4.4章 アップロードコマンド 

 
リストビュー 

(1) ツリービューにおいて，「親局アイコン」をクリックした場合，全ての子局の子局情
報を表示します。子局情報は，子局名順に表示されます。 

表 11 子局情報一覧 

項目 説明 
子局名 テレサートから取得 
子局形名 テレサートから取得 
備考 「子局登録・変更画面」で入力 
電話番号 「子局登録・変更画面」で入力 
動作モード テレサートから取得。子局警報状態収集，子局自動巡

回，警報受信毎に設定。 
前回の巡回時刻 自動巡回毎に設定 
前回の巡回結果 自動巡回毎に設定 
二次周期データ最新時刻 テレサートから取得。子局警報状態収集，子局自動巡

回，警報受信毎に設定。 
子局ずれ時間 テレサートから取得。子局警報状態収集，子局自動巡

回，警報受信毎に設定。 
システム警報発生日時 システム警報受信毎に設定 
当日システム警報数 子局自動巡回，システム警報受信毎に設定。締め切り

時刻が来ると０に設定。 
当月システム警報数 子局自動巡回，システム警報受信毎に設定。締め切り

日が来ると０に設定。 
ダウン日時 テレサートから取得。子局警報状態収集，子局自動巡

回，警報受信毎に設定。 
セキュリティ動作 テレサートから取得。子局警報状態収集，子局自動巡

回，警報受信毎に設定。 
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(2) ツリービューにおいて，「子局アイコン」をクリックすると，その子局のカード／ユ
ニット情報を表示します。カード／ユニット情報は，スロット／ユニット順に表示さ

れます。 
表 12 カード／スロット情報一覧 

項目 説明 
スロット／ユニット番号 テレサートから取得 
カード形名 テレサートから取得 
タグ番号 テレサートから取得 
コメント テレサートから取得 

 
(3) ツリービューにおいて，「カード／ユニットアイコン」をクリックすると，そのカー
ド／ユニットのチャネル情報を表示します。チャネル情報は，チャネル番号順に表示

されます。 
表 13 チャネル情報一覧 

項目 説明 
チャネル テレサートから取得 
タグ番号 テレサートから取得 
警報検出動作 テレサートから取得 

アナログ入力チャネルの場合，４文字(E: 警報発報有
効， D: 警報発報無効)で表示。 
左端から第１警報点，第２警報点の順に表示。 

警報名称 「ユーザー設定画面」で入力 
警報検出状態 テレサートから取得。子局警報状態収集，子局自動巡

回，警報受信毎に設定。 
入力値 テレサートから取得。子局警報状態収集，子局自動巡

回，警報受信毎に設定。 
最新警報発生日時 子局自動巡回，システム警報受信毎に設定。締め切り

時刻が来ると０に設定。 
当日警報数 子局自動巡回，システム警報受信毎に設定。締め切り

時刻が来ると０に設定。 
当月警報数 子局自動巡回，システム警報受信毎に設定。締め切り

日の締め切り時刻が来ると０に設定。 
 

• カードとは，TN101に挿入する I/Oカードのことです。 

• ユニットとは，TN10のユニット番号のことです。 

補足説明 
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3.4.1 子局登録コマンド 

テレサートを子局として登録します。 
最初に，「子局登録画面」を表示します。次に，「アップロード画面」を表示します。 
 

子局登録画面 
 

画面各部の名称 

① 子局名 
テレサートに設定した子局名を表示します。 
アップロード終了後に表示します。 

② 子局電話番号 
テレサートの電話番号を入力します。 
外線発信の番号が必要な場合，外線発信の指定をして下さい。 
0-9までの数字と，－（ハイフン）を指定して下さい。 
最大半角２０文字まで入力できます。 

③ 備考 
テレサートを区別するコメントを入力して下さい。 
最大半角８０文字まで入力できます。 

④ 子局パスワード 
テレサートに設定したパスワードを入力します。 
最大半角８文字まで入力できます。 

⑤ アップロード結果 
アップロードが成功したか，失敗したかを表示します。 

⑥ アップロードボタン 
アップロードを開始します。「アップロード画面」を表示します。 
アップロード終了後，再び本画面に戻ります。 

  【参照】アップロード画面 
⑦ OKボタン 

アップロード終了後，子局情報を登録します。「子局管理画面」に戻ります。 
アップロードが正常終了しなかった場合，子局情報を登録することはできません。 
アップロードしていない場合も，子局情報を登録することはできません。 

  【参照】子局情報の登録 
⑧ キャンセルボタン 

「子局管理画面」に戻ります。子局情報を登録しません。 
 

①

⑥

②

③

④

⑤

⑦ ⑧
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基本操作 

• テレサートを子局として登録するために，最初に電話番号等を入力します。 

• その後，アップロードボタンを押して下さい。「アップロード画面」が表示され，テレ
サートからパラメータ設定値をアップロードします。 

• アップロードが成功したら，OK ボタンを押して，テレサートのパラメータ設定値を子局
情報として登録して下さい。 
 

子局情報の登録 

• アップロードにより，テレサートから収集したパラメータ設定値は，全て「子局管理画面」
に表示されます。 

• 追加された子局は，ツリービューに子局名順に追加表示されます。 

• アップロードにより，リストビューに下記の情報が表示されます。 
【子局情報】 
 子局名，子局形名，備考，電話番号，子局ずれ時間，ダウン時刻，動作モード 
【カード／ユニット情報】 
 スロット／カード番号，カード形名／入出力コード，カード／ユニットタグ番号， 
 カードコメント 
【チャネル情報】 
 チャネル番号，チャネルタグ番号，警報発報の有効／無効，警報検出状態，入力値（ア

ナログ入力／接点入力状態） 

• 「ユーザー設定画面」のパラメータ設定値の内，子局情報に関係しているパラメータ設定
値が追加されます。 

• 「巡回設定画面」のパラメータ設定値の内，巡回対象子局名一覧に子局名が追加されます。 
• 「警報監視画面」が表示されている場合，警報ランプが追加表示されます。 

 
アップロード画面 

 
画面各部の名称 

 
① 子局名 

子局名を表示します。子局登録の場合，空白です。 
② 電話番号 

子局の電話番号を表示します。 

①

②

③

④
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③ 進行状況 
子局接続中，通信中の順に表示が変わります。 
子局接続中は，テレサートに電話をかけて，モデム間のネゴシエーションが完了する

までを示しています。 
④ キャンセルボタン 

アップロードを中止します。アップロードは，エラー終了します。 
 

アップロード後のパラメータ設定値チェック 

• パラメータ設定値を取得後，表 6 モデムユニットのデータ構成から表 7 TN400のデー
タ構成までの必須パラメータが設定されているかチェックを行います。設定されていない

パラメータがあった場合，アップロードのエラーとなり，子局登録ができません。 

• 子局名が重複する場合，アップロードのエラーとなり，子局登録ができません。 

• パラメータ設定値のエラーが発生した場合，下記のエラー画面が表示されます。 

 
ここで，コピーボタンを押すと，エラー内容が，クリップボードにコピーされます。 
キャンセルボタンを押すと，「子局登録画面」に戻ります。 
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3.4.2 子局削除コマンド 

子局管理画面から，子局情報を削除します。 
「子局削除画面」を表示します。 
 

子局削除画面 
 

画面各部の名称 

① 子局名 
削除する子局名を表示します。 

② 備考 
削除する子局の備考を表示します。 

③ OKボタン 
「子局削除確認画面」を表示します。 

  【参照】子局削除確認画面 
④ キャンセルボタン 

子局を削除しないで，「子局管理画面」に戻ります。 
 

基本操作 

• 子局を削除する場合，OKボタンを押して下さい。 

• 子局削除を中止する場合，キャンセルボタンを押して下さい。 
 

子局削除確認画面 

 
画面各部の名称 

① OKボタン 
子局を削除します。 

② キャンセルボタン 
子局を削除しないで，「子局管理画面」に戻ります。 

① ②

③ ④

①

②
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基本操作 

• 子局を削除する場合，OKボタンを押して下さい。 

• 子局削除を中止する場合，キャンセルボタンを押して下さい。 

• 削除した子局は，復活できません。 
 

子局情報の削除 

• 「ユーザー設定画面」のパラメータ設定値の内，子局情報に関係しているパラメータ設定
値が削除されます。 

• 「巡回設定画面」のパラメータ設定値の内，「子局一覧」，「巡回対象子局一覧」から子
局名が削除されます。 

• 「警報監視画面」が表示されている場合，警報状態が変更表示されます。 
 

注意 
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3.4.3 子局変更コマンド 

子局情報として登録している，子局の電話番号，パスワード，テレサートのパラメータ設

定値を変更します。 
「ユーザー設定画面」のパラメータの内，子局情報に関係しているパラメータ設定値も変

更されます。 
最初に，「子局変更画面」を表示します。次に，「アップロード画面」を表示します。 
 

子局変更画面 
 

画面各部の名称 

① 子局名 
テレサートに設定した子局名を表示します。 

② 子局電話番号 
テレサートの電話番号を入力します。 
外線発信の番号が必要な場合，外線発信の指定をして下さい。 
0-9までの数字と，－（ハイフン）を指定して下さい。 
最大半角２０文字まで入力できます。 

③ 備考 
テレサートを区別するコメントを入力して下さい。 
最大半角８０文字まで入力できます。 

④ 子局パスワード 
テレサートに設定したパスワードを入力します。 
最大半角８文字まで入力できます。 

⑤ アップロード結果 
アップロードが成功したか，失敗したかを表示します。 

⑥ アップロードボタン 
アップロードを開始します。「アップロード画面」を表示します。 
アップロード終了後，再び本画面に戻ります。 

  【参照】3.4.1章 子局登録コマンド・アップロード画面 
⑦ OKボタン 

アップロード終了後，子局情報を変更します。「子局管理画面」に戻ります。 
アップロードが正常終了しなかった場合，子局情報を登録することはできません。 
アップロードしていない場合も，子局情報を変更することはできません。 

  【参照】子局情報の変更 
⑧ キャンセルボタン 

「子局管理画面」に戻ります。子局情報を変更しません。 

①

⑥

②

③

④

⑤

⑦ ⑧
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基本操作 

• 電話番号等が変更になっていれば，修正します。 

• その後，アップロードボタンを押して下さい。「アップロード画面」が表示され，テレ
サートからパラメータ設定値をアップロードします。 

• アップロードが成功したら，OK ボタンを押して，子局情報のテレサートのパラメータ設
定値を変更して下さい。 
 

子局情報の変更 

• アップロードにより，テレサートから収集したパラメータ設定値は，全て「子局管理画面」
に表示されます。 

• 変更後の子局名で，ツリービューに子局名順に追加表示されます。 

• アップロードにより，リストビューの下記の情報が変更表示されます。 
【子局情報】 
 子局名，子局形名，備考，電話番号，子局ずれ時間，ダウン時刻，動作モード 
【カード／ユニット情報】 
 スロット／カード番号，カード形名／入出力コード，カード／ユニットタグ番号， 
 カードコメント 
【チャネル情報】 
チャネル番号，チャネルタグ番号，警報発報の有効／無効，警報検出状態，入力値（ア

ナログ入力／接点入力状態） 

• 「ユーザー設定画面」のパラメータ設定値の内，子局情報に関係しているパラメータ設定
値が追加または削除されます。 

• 「巡回設定画面」のパラメータ設定値の内，「子局一覧」，「巡回対象子局一覧」から子
局名が追加または削除されます。 

• 「警報監視画面」が表示されている場合，警報ランプが追加または，削除されます。 

• TN10において，ユニットを交換する場合，注意が必要です。交換前と後とで SUFFIX CODE
が異なる場合，別の子局名を設定してください。同じ子局名を使用すると，例えば，ユニ

ット 1のチャネル 1が，交換前は，アナログ入力データだったものが，交換後，接点入力
時間積算値に変わってしまうと，「日報データ画面」，「月報データ画面」において，異

常な表示が発生します。 

• TN10 において，同一子局内でユニット番号を交換した場合，別の子局名を設定してくだ
さい。同じ子局名を使用すると，上記と同じ，異常な表示が発生します。 

注意 
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3.4.4 アップロードコマンド 

子局情報として登録している，テレサートのパラメータ設定値を変更します。 
「ユーザー設定画面」のパラメータの内，子局情報に関係しているパラメータ設定値も変

更されます。 
「アップロード画面」を表示します。 
 

アップロード画面 
別紙の説明を参照して下さい。 
【参照】3.4.1章 子局登録コマンド・アップロード画面 

• TN10において，ユニットを交換する場合，注意が必要です。交換前と後とで SUFFIX CODE
が異なる場合，別の子局名を設定してください。同じ子局名を使用すると，例えば，ユニ

ット 1のチャネル 1が，交換前は，アナログ入力データだったものが，交換後，接点入力
時間積算値に変わってしまうと，「日報データ画面」，「月報データ画面」において，異

常な表示が発生します。 

• TN10 において，ユニット番号を交換した場合，別の子局名を設定してください。同じ子
局名を使用すると，上記と同じ，異常な表示が発生します。 

注意 
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3.4.5 巡回設定コマンド 

テレサートの二次周期データ，警報状態，パラメータ設定値を収集するための巡回スケジ

ュール等を設定します。 
本コマンドで設定するパラメータ設定値は，子局自動巡回機能，手動巡回コマンド，子局

警報状態収集機能で使用されます。 
最初に，「巡回設定画面」を表示します。 
 

巡回設定画面 
 

画面各部の名称 

① 子局一覧 
巡回対象外の子局名の一覧を表示します。 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ ⑫

⑬

⑭

⑯

⑮

⑰ ⑱
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② 巡回対象子局一覧 
巡回対象である子局名の一覧を表示します。 
上の方にある子局名が先に巡回されます。（最上位が最初に巡回されます） 
このパラメータ設定値は，子局自動巡回機能以外にも手動巡回コマンド，子局警報状

態収集機能でも使用されます。 
テレサートを子局として登録した場合，全て巡回対象一覧に追加されます。 

  【参照】3.5節 手動巡回コマンド 
③ 前に追加ボタン 

子局名を子局一覧から巡回対象子局一覧に移動します。 
子局一覧において選択した子局を，巡回対象子局一覧において先に選んでおいた子局

名の前に追加します。 
④ 後ろに追加ボタン 

子局名を子局一覧から巡回対象子局一覧に移動します。 
子局一覧において選択した子局を，巡回対象子局一覧において先に選んでおいた子局

名の後ろに追加します。 
⑤ 削除ボタン 

子局名を巡回対象子局一覧から子局一覧に移動します。 
巡回対象子局一覧において選択した子局を，子局一覧に移動します。 
子局一覧は，子局名順にソートして表示されます。 

⑥ 全削除ボタン 
巡回対象子局一覧の全子局名が，子局一覧に移動します。 
子局一覧は，子局名順にソートして表示されます。 

⑦ 上へボタン 
巡回対象子局一覧において，先に選んでおいた子局名を上に移動します。 

⑧ 下へボタン 
巡回対象子局一覧において，先に選んでおいた子局名を下に移動します。 

⑨ 巡回開始時刻 
毎日の最初の巡回時刻を，時分単位で指定します。 
このパラメータは，ある特定の日の巡回開始時刻ではなく，毎日何時に子局を巡回す

るのか指定するものです。 
初期値は，０時０分になっています。 
０時０分から２３時５９分まで指定できます。 

⑩ 一日の巡回回数 
巡回開始時刻を起点として，一日何回巡回をするかを指定します。 
初期値は，１になっています。 
１，２，３，４，６，８，１２，２４のいずれかを指定します。 
右側に，指定した回数に対応した巡回間隔を時間で表示します。 

⑪ リダイヤル／順延回数 
子局が話し中の時，もしくは通信エラーが発生した場合，リダイヤルもしくは，順延

する（次の子局に移る）ことができます。この選択は，「子局が話し中の時は，順延」

チェックボックスで行います。子局数が多い場合，順延した方が子局は話し中でない

可能性が高くなります。 
リダイヤルする場合は，リダイヤルする回数を指定します。 
順延する場合，データ収集できなかった子局を集めてリダイヤルする動作を何回繰り

返すかを指定します。 
デフォルトは，３になっています。０から１００までの整数値を入力して下さい。 

⑫ 子局が話し中の時は，順延チェックボックス 
チェックした場合，順延動作を行います。 
チェックしたなかった場合，リダイヤル動作を行います。 
デフォルトは，チェック状態です。 
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⑬ リダイヤル時の待ち時間 
リダイヤル動作をする場合，再度電話をかけるまでの待ち時間を指定します。 
子局の設定パラメータ・リダイヤル時間に設定した時間間隔とは異なる時間間隔を入

力して下さい。一致していると，何回リダイヤルしても常に話し中になる可能性があ

ります。 
秒単位で入力して下さい。デフォルトは６０秒です。 
０から６００までの整数値を入力して下さい。 

⑭ 子局の警報発報待ち時間 
データ収集が正常終了し，次の子局からデータ収集を始めるまでの待ち時間を指定し

ます。切れ間なくデータ収集を続けると，子局からの警報発報を受信することができ

ないため，ある程度の待ち時間を設定し，警報受信を可能にすることが必要です。 
秒単位で入力します。デフォルトは６０秒です。 
０から６００までの整数値を入力します。 

⑮ 最大巡回時間 
予想最大循環時間を計算し，時分単位で表示します。 
「巡回対象子局一覧」，「一日の巡回回数」，「リダイヤル／順延回数」（リダイヤ

ル指定の場合のみ），「子局の警報発報待ち時間」を変更した場合に再計算します。

また，巡回間隔が，最大循環時間より短い場合，「最大巡回時間」を赤色で表示しま

す。 
⑯ 最小巡回時間 

最小循環時間を計算し，表示します。 
⑰ OKボタン 

パラメータ設定値を保存するために，「保存確認画面」を表示します。 
  【参照】保存確認画面 
⑱ キャンセルボタン 

巡回設定パラメータ設定値を保存しないで，「子局管理画面」に戻ります。 
 

保存確認画面 
 

画面各部の名称 

① OKボタン 
巡回設定パラメータ値を保存します。「子局管理」画面に戻ります。 

② キャンセルボタン 
巡回設定パラメータ設定値を保存しないで，「子局管理画面」に戻ります。 

 

① ②



IM 77E01P01-01 
 

3-26 

3.5 手動巡回コマンド 
子局を巡回して，テレサートの二次周期データ，警報状態，パラメータ設定値を収集しま

す。次回の子局自動巡回が始まる前に，データ収集が必要になった場合等に使用します。 
収集後，日報 CSVファイル，月報 CSVファイルを自動作成します。 
最初に，「子局巡回によるデータ収集確認画面」を表示します。 
 

子局巡回によるデータ収集確認画面 
 

画面各部の名称 

① 子局の指定 
「全部」を選択した場合，「巡回設定画面」の「巡回対象子局一覧」に表示されてい

る全ての子局に対して，データ収集を行います。 
「指定子局のみ」を選択した場合，右側にある「子局名選択」で選んだ子局に対して

のみデータ収集を行います。 
  【参照】3.4.5章 巡回設定コマンド 
② 子局名選択 

「巡回設定画面」の「巡回対象子局一覧」に表示されている子局の中から。子局名を

１つ選択します。 
③ 二次周期データ収集数 

収集する二次周期データ数を指定します。２４個で１日分となります。 
初期値は，２４です。１から７６８までの整数を指定します。 

④ 巡回開始ボタン 
選択した子局に対して，データ収集を実行します。「子局巡回状態画面」を表示しま

す。 
  【参照】子局巡回状態画面 
⑤ キャンセルボタン 

データ収集を実行しないで，「メイン画面」に戻ります。 
 

①

③

②

④ ⑤
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子局巡回状態画面 
 

画面各部の名称 

 
① 巡回番号 

現在巡回中の番号／巡回子局数を表示します。巡回が進むにつれて，現在巡回中の番

号が増加します。「巡回結果」一覧に表示されている子局名の上位から順に巡回しま

す。現在巡回中の番号は，次の子局に対して電話をかけ始めたときに更新されます。 
② 子局名 

現在巡回中の子局名を表示します。子局名は，次の子局に対して電話をかけ始めたと

きに更新されます。 
③ 電話番号 

現在巡回中の子局名を表示します。電話番号は，次の子局に対して電話をかけ始めた

ときに更新されます。 
④ 状態 

子局に電話をかけ，データ収集が終了するまでの状態の変化を表示します。ダイヤル

中，通信中，リダイヤル待機中の内，いずれかのメッセージが表示されます。 
表 14 状態メッセージ一覧 

メッセージ 内容 
子局警報受信待ち 次の子局に電話をかけるまでの間，子局からの警報を待

っているとき表示されます。 
ダイヤル中 子局に電話をかけ始めて，モデム間のネゴシエーション

が完了するまでの間表示されます。 
通信中 データ収集中に表示されます。 
リダイヤル待機中 リダイヤル動作が指定されているとき，子局が話し中か

通信エラーが発生し，リダイヤルするまで待機している

ときに表示されます。 
 

①

②

③

④

⑤
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⑤ 巡回結果 
巡回対象となる子局名の一覧を表示し，各子局名毎に，「子局名」，「結果」，「巡

回開始時刻」，「巡回終了時刻」の情報を表示します。 
「結果」欄には，待機中，実行中，正常終了，異常終了の内，何れかのメッセージが

表示されます。 
表 15 結果メッセージ一覧 

メッセージ 内容 
待機中 子局に対して，最初の電話をかけ始める前までの状態で

す。 
実行中 子局に対して電話をかけ始め，データ収集が終了するま

での間表示されます。 
正常終了 データ収集が正常終了した場合に表示されます。 
異常終了 リダイヤル動作が指定されているとき，下記の場合に表

示されます。 
 ①指定回数分リダイヤルしても子局に接続できなかっ

た場合 
 ②通信エラーが発生し，データ収集が中断した場合 
順延動作が指定されているとき，下記の場合に表示され

ます。 
 ①子局に接続できなかったので，次の子局に巡回対象

が移った場合 
 ②通信エラーが発生し，データ収集が中断した場合 

巡回開始時刻は，巡回が始まった時刻を表示します。 
巡回終了時刻は，正常終了または異常終了した時刻を表示します。 

 
子局の巡回 

• リダイヤル動作の時，異常終了した子局に対して，一度だけまとめて再巡回します。 

• 巡回の開始，終了メッセージ，途中経過メッセージをログ表示画面に表示します。 

• 処理が終了したら，子局巡回状態画面は，自動的に閉じます。 

• 巡回が終了すると，子局管理画面の下記の情報が更新されます。 
【子局情報】 
前回の巡回時刻，前回の巡回結果，二次周期データ最新時刻，子局ずれ時間，システム

警報発生日時，当日システム警報数，当月システム警報数，ダウン時刻 
【チャネル情報】 
警報検出状態，入力値（アナログ入力／接点入力状態），最新警報発生日時，当日警報

数，当月警報数 
前回の巡回時刻には，実際に巡回を開始した時刻ではなく，「子局巡回設定画面」の「巡

回開始時刻」を基準とした時刻が設定されます。 

• 巡回が終了すると，「TN960モニター画面」の「データ収集情報」の各時刻が更新されま
す。（子局警報状態確認のために巡回した場合は更新されません。） 

• 収集した二次周期データ，警報履歴データは，収集データファイルに保存されます。 

• 収集データファイル作成後，日報 CSVデータファイル，月報 CSVデータファイルが作成
されます。 
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3.6 巡回中止コマンド 
子局警報状態確認中，子局自動巡回中，手動巡回中の場合，途中で中断することができま

す。 
「子局巡回中止確認画面」を表示します。 
 

子局巡回中止確認画面 
 

画面各部の名称 

 

 
① 巡回中止ボタン 

子局警報状態確認，子局自動巡回，手動巡回の何れかを中断します。「メイン画面」

に戻ります。 
中断可能な時点は，ダイヤル中から通信中に移る時点と，子局からのデータ収集が終

了した時点です。 
② キャンセルボタン 

子局警報状態確認，子局自動巡回，手動巡回の何れも中断しないで，「メイン画面」

に戻ります。 
 

① ②
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3.7 日報データコマンド 
テレサートから収集した二次周期データ，警報履歴データ，新規警報データを一日単位で

まとめた日報形式データを，表として表示します。 
「ユーザー設定画面」の「全般２タブ画面」にある「CSVファイルを読み込んで，日報・
日報画面表示」パラメータをチェック状態にして，日報 CSV ファイルを表示することも
できますし，チェックを外して，毎回収集データから日報形式データを作成し，表示する

こともできます。 
日報データには，アナログ入力データ／接点入力積算値データ，接点入力積算値データ，

警報データの３種類が含まれます。 
アナログ入力チャネル／接点入力積算値は，１時間毎の二次周期データを表示します。こ

こで，接点入力積算値は，１時間前の接点入力積算値との差分を表示します。 
接点入力積算値データは，１時間前の接点入力積算値との差分と１日分の差分の合計値を

表示します。 
警報データは，警報履歴データ，新規警報データを，警報発生時刻順に表示します。 
「日報データ画面」を表示します。 
 

日報データ画面 
 

画面各部の名称 

 
① 閉じるボタン 

「日報データ画面」を閉じて，「メイン画面」に戻ります。 
「日報グラフ画面」が表示されている場合，同時に閉じます。 

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦
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② グラフ表示ボタン 
「日報グラフ画面」を表示します。 

  【参照】3.7.1章 グラフ表示コマンド 
③ 印刷ボタン 

日報データを EXCEL経由で印刷します。 
  【参照】3.7.2章 印刷コマンド 
④ 日報日付選択ボタン 

画面に表示する日報の日付を選択します。日付選択ボックスが表示されますので，任

意の日付を選択します。「日報グラフ画面」が表示されている場合，同時に更新され

ます。 
⑤ アナログ入力データ／接点入力積算値データ 

テレサートの各入力チャネル毎に，１時間毎の二次周期データ２４時間分を表示しま

す。それと共に，日平均，日最大，日最小，日合計，月累計，総計を表示します。 
表示するデータには，アナログ入力データと，接点入力積算値データの２種類があり

ます。 
アナログ入力データとは，二次周期データに含まれるアナログ入力チャネルデータの

構成要素には，“平均値”，“最大値”，“最小値”等がありますが，その中の“平

均値”データのことです。 
接点入力積算値データとは，二次周期データに含まれるディジタル入力チャネルデー

タの構成要素には，“接点入力積算値”，“オン変化回数”，“オン状態回数”等が

ありますが，その中の“接点入力積算値”データについて１時間前との差分を計算し

たデータのことです。 
「ユーザー設定画面」の「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷タ

ブ画面」において，表示形式を指定します。 
  【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
⑥ 接点入力積算値データ 

テレサートのディジタル入力チャネル毎に，“接点入力積算値”の前日との差分（日

計）と差分の総合計（総計）を表示します。 
「ユーザー設定画面」の「ディジタル入力データ表示・印刷タブ画面」において，表

示形式を指定します。 
  【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
⑦ 警報データ 

警報データを発生時刻順に表示します。 
警報データとは，子局からの警報を受信したときに収集した“新規警報”データと，

子局自動巡回，手動巡回時に収集した“警報履歴”データを合成したデータです。 
「ユーザー設定画面」の「警報データ表示・印刷タブ画面」において，表示形式を指

定します。 
  【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
 

基本操作 

• アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧上で，ダブルクリックすると「収集デー
タ編集画面」を表示します。また，「収集データ編集画面」を表示するためには，パスワ

ード変更コマンドにより，パスワードの登録が必要です。 
【参照】3.17節 パスワード変更コマンド 
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アナログ入力データ／接点入力積算値データ 

• 最初に表示される行の時刻は，「ユーザー設定画面」の「全般１タブ画面」において，「日
報締め切り時刻」パラメータに設定した時刻の１時間後の時刻です。その時刻から，「日

報締め切り時刻」までが日報 CSVデータとして表示されます。 

• 未収集データ，二次周期データが欠損している場合，”********”を表示します。 

• 接点入力積算値データは，表示している日報の日付（当日）の各時刻に対して，各時刻の
積算値から１時間前の積算値を引き算した差分を表示します。１時間前の積算値が存在し

ない場合，さらに時間を遡って最も近い時刻の積算値との差分を表示します（最大３０日）。

計算できなかった場合，”*******”を表示します。 

• 日平均は，未収集データ，欠損を除いた“平均値”の平均値です。当日が全て欠損の場
合，”********”を表示します。 

• 日最大は，二次周期データの“平均値”の中の最大値ではなく，二次周期データの“最大
値”の中の最大値です。当日が全て欠損の場合，”********”を表示します。 

• 日最小は，二次周期データの“平均値”の中の最小値ではなく，二次周期データの“最小
値”の中の最小値です。当日が全て欠損の場合，”********”を表示します。 

• 日合計は，未収集データ，欠損を除いた“平均値”の合計です。当日が全て欠損の場
合，”********”を表示します。 

• 月累計は，当日からさらに１日前（前日）の日報 CSV データを月累計に日合計を加算し
たデータです。前日の日報 CSV データが存在しないとき，最大３０日分遡って月累計デ
ータを探します。 
前日の月累計が存在しなくて，かつ，当日も全て欠損の場合，０となります。 
前日の月累計が存在するが，当日は全て欠損の場合，前日の月累計を表示します。 
「ユーザー設定画面」の「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷タブ画

面」において，各チャネル毎の表示定義データが持つ「総計リセット日」と，当日の日付

が一致する場合，前日の月累計を０として加算します。 
総計リセット日の次の日からは，総計リセット日の前日の月累計を０としたまま月累計を

加算していきます。 

• 総計は，前日の日報 CSVデータの総計に日合計を加算したデータです。前日の日報 CSV
データが存在しないとき，最大３０日分遡って総計データを探します。 
前日の総計が存在しなくて，かつ，当日も全て欠損の場合，０となります。 
前日の総計が存在するが，当日は全て欠損の場合，前日の総計を表示します。 
各チャネル毎の表示定義データが持つ「総計リセット日」と，当日の日付が一致する場合，

前日の総計を０として加算します。 
総計リセット日の次の日からは，「総計リセット日」の前日の総計を０としたまま総計を

加算していきます。 

• 各チャネル毎の表示定義データにおいて，「合計／累計の計算」を無しにしている場合，
日合計，月累計，総計の表示は，”********”になります。 
 

接点入力積算値データ 

• 日計は，表示している日報の日付（当日）の各時刻に対して，各時刻の積算値から１時間
前の積算値を引き算した差分の合計です。１時間前の積算値が存在しない場合，さらに時

間を遡って最も近い時刻の積算値との差分を表示します（最大３０日）。 
当日が全て欠損の場合，”********”を表示します。 
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• 総計は，当日の１日前（前日）の総計に，当日の日計を加算したデータです。 
前日の日報 CSVデータが存在しないとき，最大３０日分遡って総計データを探します。 
前日の総計が存在しなくて，かつ，当日も全て欠損の場合，”********”となります。 
前日の総計が存在するが，当日は全て欠損の場合，前日の総計を表示します。 
「ユーザー設定画面」の「ディジタル入力データ表示・印刷タブ画面」において，各チャ

ネル毎の表示定義データが持つ「総計リセット日」と，当日の日付が一致する場合，前日

の総計を０として加算します。 
総計リセット日の次の日からは，「総計リセット日」の前日の総計を０としたまま総計を

加算していきます。 
 

警報データ 

• 「ユーザー設定画面」の「警報データ表示・印刷タブ画面」において，各チャネル毎の「警
報名称」，「警報メッセージ」（アナログ入力チャネルのみ）が表示されます。 

• 累計は，同一チャネルの当日の合計が表示されます。 
 

収集データ編集画面 
 

画面各部の名称 

 

①

②

③ ④  
 
① 収集データ 

ダブルクリックした位置のデータを表示します。収集データファイルからデータを取

りだし，表示します。 
新しい値を入力して下さい。 
接点入力積算値の場合，１６進数で表示されます。１６進数を入力して修正して下さ

い。 
② パスワード 

パスワード変更コマンドで設定したパスワードを入力します。 
③ OKボタン 

パスワードをチェックし，一致すれば，収集データファイルを変更します。 
変更後，編集した日付以降の日報データ CSVファイル，月報データ CSVファイルを
再作成します。再作成後，「日報データ画面」に戻ります。 

④ キャンセルボタン 
収集データファイルを変更しないで，「日報データ画面」に戻ります。 
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3.7.1 グラフ表示コマンド 

日報データ画面のアナログ入力データ／接点入力積算値データについて，グラフ表示しま

す。 
各チャネル毎に，別々のグラフとして表示します。 
グラフ表示は，折れ線グラフ，棒グラフ表示が可能です。 
「日報グラフ画面」を表示します。 
 

日報グラフ画面 
 

画面各部の名称 

 
① 閉じるボタン 

「日報グラフ画面」を閉じて，「日報データ画面」に戻ります。 
② 再表示ボタン 

「日報グラフ画面」を再表示します。 
③ 表示スケール 

グラフの表示スケールを変更します。 
初期値は，１．０です。 
０．１以上１０．０未満の実数を入力します。 

① ② ③

④
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④ グラフビュー 
チャネル毎にグラフを表示します。 
Ｙ軸が，チャネル毎の入力データ値を示しています。Ｘ軸が，時刻を示しています。 
「ユーザー設定画面」の「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷タ

ブ画面」において，各チャネル毎の表示定義データが持つ「項目名称」，「単位」を

グラフの左端に表示します。 
グラフのＹ軸目盛り（グラフの左端）をチャネルデータの最大／最小値を元に自動計

算します。 
最大値と最小値の差が８未満の場合，最大値に８を加算することにより，Ｙ軸目盛り

の表示範囲を拡大します。 
各チャネル毎の表示定義データにおいて，「棒グラフ時の積算値表示」が“有り”の

設定になっている場合は，グラフの右側に積算値表示のＹ軸メモリを表示します。積

算値表示の折れ線グラフは，水色で表示します。 
 

基本操作 

• 表示スケールを変更したら，再表示ボタンを押して下さい。新しい表示スケール値で再描
画します。 

• グラフビューを選択後，PageUp/PageDownキーを押すことにより，グラフビューが縦方向
にスクロールします。 
 

グラフビュー 

グラフの種類，色，目盛り間隔等は，カスタマイズできます。 
【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
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3.7.2 印刷コマンド 

「ユーザー設定画面」の「全般１タブ画面」にある「日報印刷用 EXCELデータファイル」
パラメータで指定した EXCEL データファイル（拡張子.XLS）に，日報 CSV ファイルと
同じフォーマットで作成したCSVファイルを読み込ませてEXCELデータファイルを作成
します。(EXCELのマクロで実現しています) 
作成した EXCELデータファイルは，「ユーザー設定画面」の「全般１タブ画面」にある
「帳票用 EXCELデータファイル保存フォルダー」パラメータで指定したフォルダーに保
存します。 
 

日報データ印刷開始画面 

 
• この画面は，EXCELの画面です。EXCELのマクロにより，「印刷画面」までを自動的に
表示します。「印刷画面」の OKボタンを押すと印刷を開始します。 

• 印刷エリアを各シートに設定して，ファイル保存していますので，印刷エリアの設定は，
不要です。 

• EXCEL 画面に，帳票用 EXCEL データファイルを開いたままにしておくと，FAX 自動送
信機能において，同一の EXCELデータファイル名を作成する可能性があります。その場
合，帳票用 EXCELデータファイルの保存処理で確認画面が表示され，FAX送信ができま
せん。帳票用 EXCELデータファイルを開いたままにしないで下さい。 

注意 
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3.8 月報データコマンド 
テレサートから収集した二次周期データ，警報履歴データ，新規警報データを一日単位で

まとめた日報形式データをさらに月単位でまとめた月報形式データを，表として表示しま

す。 
「ユーザー設定画面」の「全般２タブ画面」にある「CSVファイルを読み込んで，日報・
月報画面表示」パラメータをチェック状態にして，月報 CSV ファイルを表示することも
できますし，チェックを外して，毎回収集データから月報形式データを作成し，表示する

こともできます。 
月報データには，アナログ入力データ／接点入力積算値データ，接点入力積算値データ，

警報データの３種類が含まれます。 
アナログ入力チャネル／接点入力積算値は，一日の二次周期データの平均を表示します。

ここで，接点入力積算値は，一日前の接点入力積算値との差分を表示します。 
接点入力積算値データは，一日前の接点入力積算値との差分と一ヶ月分の差分の合計値を

表示します。 
警報データは，警報履歴データ，新規警報データの１月分の合計を表示します。 
「月報データ画面」を表示します。 
 

月報データ画面 
 

画面各部の名称 

 
① 閉じるボタン 

「月報データ画面」を閉じて，「メイン画面」に戻ります。 
「月報グラフ画面」が表示されている場合，同時に閉じます。 

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦
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② グラフ表示ボタン 
「月報グラフ画面」を表示します。 

  【参照】3.8.1章 グラフ表示コマンド 
③ 印刷ボタン 

月報データを EXCEL経由で印刷します。 
  【参照】3.8.2章 印刷コマンド 
④ 月報日付選択ボタン 

画面に表示する月報の日付を選択します。日付選択ボックスが表示されますので，任

意の日付を選択します。選んだ日付までの月報データを作成します。 
「月報グラフ画面」が表示されている場合，同時に更新されます。 

⑤ アナログ入力データ／接点入力積算値データ 
テレサートの各入力チャネル毎に，毎日の日平均データ一月分を表示します。それと

共に，月平均，月最大，日最小，月累計，総計を表示します。 
「ユーザー設定画面」の「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷タ

ブ画面」において，表示形式を指定します。 
  【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
⑥ 接点入力積算値データ 

テレサートのディジタル入力チャネル毎に，“接点入力積算値”の毎日の差分（月計）

と差分の総合計（総計）を表示します。 
「ユーザー設定画面」の「ディジタル入力データ表示・印刷タブ画面」において，表

示形式を指定します。 
  【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
⑦ 警報データ 

警報データの一月分の合計を警報名称順に表示します。 
警報データとは，子局からの警報を受信したときに収集した“新規警報”データと，

子局自動巡回，手動巡回時に収集した“警報履歴”データを合成したデータです。 
「ユーザー設定画面」の「警報データ表示・印刷タブ画面」において，表示形式を指

定します。 
  【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
 

アナログ入力データ／接点入力積算値データ 

• 最初に表示される行の日付は，「ユーザー設定画面」の「全般１タブ画面」において，「月
報締め切り日」パラメータに設定した日付の１日後の日付です。その日付から，「月報締

め切り日」までが月報 CSVデータとして表示されます。 

• 各日付のデータは，日平均データが存在しない場合，”********”を表示します。 

• 月平均は，日平均が存在する日付のデータの平均値です。日平均データ数が０の場合，０
を表示します。 

• 月最大は，日報データの日最大値データの中で，最も大きいデータです。日最大データ数
が０の場合，０を表示します。 

• 月最小は，日報データの日最小値データの中で，最も小さいデータです。日最小データ数
が０の場合，０を表示します。 

• 月累計は，月報を表示するために選んだ日付の日報データに含まれる月累計データを表示
します。月累計データが存在しない場合，０を表示します。 

• 総計は，月報を表示するために選んだ日付の日報データに含まれる総計データを表示しま
す。総計データが存在しない場合，０を表示します。 

• 各チャネル毎の表示定義データにおいて，「合計／累計の計算」を無しにしている場合，
月累計，総計の表示は，”********”になります。 
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接点入力積算値データ 

• 月計は，月報を表示するために選んだ日付の日報データに含まれる総計から，先月の総計
を減算したデータです。 
先月の総計が存在しない場合，”********”を表示します。 

• 総計は，月報を表示するために選んだ日付の日報データに含まれる総計です。 
前月の総計が存在しなくて，かつ，当月も全て欠損の場合，”********”となります。 
前月の総計が存在するが，当日は全て欠損の場合，前月の総計を表示します。 
 

警報データ 

• 「ユーザー設定画面」の「警報データ表示・印刷タブ画面」において，各チャネル毎の「警
報名称」が表示されます。 

• 警報名称でソートして表示します。 

• 累計は，同一チャネルの当月の合計が表示されます。 
 



IM 77E01P01-01 
 

3-40 

3.8.1 グラフ表示コマンド 

月報データ画面のアナログ入力データ／接点入力積算値データについて，グラフ表示しま

す。 
各チャネル毎に，別々のグラフとして表示します。 
グラフ表示は，折れ線グラフ，棒グラフ表示が可能です。 
「月報グラフ画面」を表示します。 
 

月報グラフ画面 
 

画面各部の名称 

 
① 閉じるボタン 

「月報グラフ画面」を閉じて，「月報データ画面」に戻ります。 
② 再表示ボタン 

「月報グラフ画面」を再表示します。 
③ 表示スケール 

グラフの表示スケールを変更します。 
初期値は，１．０です。 
０．１以上１０．０未満の実数を入力します。 

① ② ③

④
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④ グラフビュー 
チャネル毎にグラフを表示します。 
Ｙ軸が，チャネル毎の入力データ値を示しています。Ｘ軸が，時刻を示しています。 
「ユーザー設定画面」の「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷タ

ブ画面」において，各チャネル毎の表示定義データが持つ「項目名称」，「単位」を

グラフの左端に表示します。 
グラフのＹ軸目盛り（グラフの左端）をチャネルデータの最大／最小値を元に自動計

算します。 
最大値と最小値の差が８未満の場合，最大値に８を加算することにより，Ｙ軸目盛り

の表示範囲を拡大します。 
各チャネル毎の表示定義データにおいて，「棒グラフ時の積算値表示」が“有り”の

設定になっている場合は，グラフの右側に積算値表示のＹ軸メモリを表示します。積

算値表示の折れ線グラフは，水色で表示します。 
 

基本操作 

• 表示スケールを変更したら，再表示ボタンを押して下さい。新しい表示スケール値で再描
画します。 

• グラフビューを選択後，PageUp/PageDownキーを押すことにより，グラフビューが縦方向
にスクロールします。 
 

グラフビュー 

グラフの種類，色，目盛り間隔等は，カスタマイズできます。 
【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 
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3.8.2 印刷コマンド 

「ユーザー設定画面」の「全般１タブ画面」にある「月報印刷用 EXCELデータファイル」
パラメータで指定した EXCEL データファイル（拡張子.XLS）に，月報 CSV ファイルと
同じフォーマットで作成したCSVファイルを読み込ませてEXCELデータファイルを作成
します。(EXCELのマクロで実現しています) 
作成した EXCELデータファイルは，「ユーザー設定画面」の「全般１タブ画面」にある
「帳票用 EXCELデータファイル保存フォルダー」パラメータで指定したフォルダーに保
存します。 
 

月報データ印刷開始画面 

 
• この画面は，EXCELの画面です。EXCELのマクロにより，「印刷画面」までを自動的に
表示します。「印刷画面」の OKボタンを押すと印刷を開始します。 

• 印刷エリアを各シートに設定して，ファイル保存していますので，印刷エリアの設定は，
不要です。 
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3.9 一次周期データコマンド 
テレサートの一次周期データを収集し，グラフ表示および一覧表示します。 
グラフ表示するデータは，アナログ入力チャネルの入力値です。 
一覧表示するデータは，ディジタル入力チャネルの入力状態と接点入力積算値です。 
「一次周期データ画面」を表示します。 
 

一次周期データ画面 
 

画面各部の名称 

 
① 閉じるボタン 

「一次周期データ画面」を閉じて，「メイン画面」に戻ります。 
② 収集開始ボタン 

「一次周期データ収集画面」を表示します。 
  【参照】一次周期データ収集画面 
③ 再表示ボタン 

「月報グラフ画面」を再表示します。 
④ 表示スケールボタン 

グラフの表示スケールを変更します。 
初期値は，１．０です。 
０．１以上１０．０未満の実数を入力します。 

① ② ③ ④

⑤

⑥
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⑤ グラフビュー 
アナログ入力チャネル毎にグラフを表示します。 
Ｙ軸が，チャネル毎の入力データ値を示しています。Ｘ軸が，時刻を示しています。 
「ユーザー設定画面」の「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷タ

ブ画面」において，各チャネル毎の表示定義データが持つ「項目名称」，「単位」を

グラフの左端に表示します。 
グラフのＹ軸目盛り（グラフの左端）を各チャネル毎の表示定義データが持つ「ゼロ

点」，「スパン点」に合わせて，グラフの最小値，最大値を決めます。 
⑥ リストビュー 

ディジタル入力データの入力状態，接点入力積算値を表示します。 
「名称」列には，「ユーザー設定画面」の「ディジタル入力データ表示・印刷タブ画

面」において，各チャネル毎の表示定義データが持つ「項目名称」を表示します。 
「時刻」列には，収集した一次周期データの最新時刻を表示します。 
「状態」列には，最新時刻の一次周期データの入力状態にあわせて，各チャネル毎の

表示定義データが持つ「HIGH 状態表示文字列」，「LOW 状態表示文字列」の何れ

かを表示します。 
「接点入力積算値」には，最新時刻の一次周期データの接点入力積算値を表示します。 
 

基本操作 

• グラフビューを選択後，PageUp/PageDownキーを押すことにより，グラフビューが縦方向
にスクロールします。 
 

一次周期データ収集画面 
 

画面各部の名称 

① 対象子局名 
「巡回設定画面」の「巡回対象子局一覧」に表示されている子局の中から。子局名を

１つ選択します。 
② 連続データ収集 

チェックした場合，一次周期データの収集が終わったら，子局との接続を切断します。 
チェックしない場合，一次周期データ収集終了後，引き続いて，１分間隔で一次周期

データを収集します。 
③ 一次周期データ収集数 

収集するデータ数を指定します。 
デフォルトは，１８０です。 
１から１８０までの整数値を指定します。 

①

②

③

④ ⑤
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④ 収集開始ボタン 
「一次周期データ収集状態画面」を表示し，データ収集を開始します。 

  【参照】一次周期データ収集状態画面 
⑤ キャンセルボタン 

一次周期データを収集しないで，「一次周期データ画面」に戻ります。 
 

一次周期データ収集状態画面 
 

画面各部の名称 

 
① 子局名 

データ収集中の子局名を表示します。 
② 電話番号 

データ収集中の子局の電話番号を表示します。 
③ 状態 

子局に電話をかけ，データ収集が終了するまでの状態の変化を表示します。ダイヤル

中，通信中の内，いずれかのメッセージが表示されます。 
表 16 状態メッセージ一覧 

メッセージ 内容 
ダイヤル中 子局に電話をかけ始めて，モデム間のネゴシエーション

が完了するまでの間表示されます。 
通信中 データ収集中に表示されます。 

④ キャンセルボタン 
データ収集を中断します。子局との接続を切った後，本画面を閉じて，「一次周期デ

ータ画面」に戻ります。 
 

連続データ収集 

• 「一次周期データ収集画面」の「連続データ収集」パラメータをチェックした場合，指定
数の一次周期データを収集し終わっても，子局との接続を切らないで，１分間隔で，一次

周期データの収集を続けます。 
「連続データ収集」パラメータをチェックしなかった場合，データ収集後，子局との接続

を切った後，本画面を閉じ，「一次周期データ画面」に戻ります。 
 

①

②

③

④
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3.10 警報監視コマンド 
テレサートの各入力チャネルの警報状態を表示します。 
警報状態は，簡単な警報ランプの形式で表示します。 
「警報監視画面」を表示します。 
 

警報監視画面 
 

画面各部の名称 

 
① 閉じるボタン 

「警報監視画面」を閉じて，「メイン画面」に戻ります。 
② 警報確認ボタン 

警報ランプの点滅を解除します。 
③ 全画面表示ボタン 

警報ランプを画面いっぱいに表示します。 
  【参照】警報監視画面の全画面表示 
④ スクロールビュー 

警報ランプを表示します。 
子局単位にまとめて，テレサートの各入力チャネル毎に警報ランプを表示します。 
システム警報も，警報ランプで表示します。 
各子局の最初の警報ランプとして，システム警報を表示します。次に，各入力チャネ

ルの警報ランプを右側に表示します。 
１つの子局の警報ランプが１行に収まりきらない場合，複数行表示します。その時，

警報ランプ１個分右側に下げて表示します。 
「ユーザー設定画面」の「警報表示・印刷タブ画面」において，表示形式を指定しま

す。 
  【参照】3.14節 ユーザー設定コマンド 

① ② ③

④

⑤
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⑤ 警報ランプ 
警報ランプの上段には，「ユーザー設定画面」の「警報データ表示・印刷タブ画面」

において，各チャネル毎の表示定義データが持つ「警報名称」を表示します。 
警報ランプの下段には，警報メッセージと各入力チャネルの入力値を表示します。 

 
基本操作 

• スクロールビューを選択後，PageUp/PageDownキーを押すことにより，スクロールビュー
が縦方向にスクロールします。 
 

警報ランプの表示 

• TN960の起動時に，子局警報状態の確認をしなかった場合，警報メッセージに，警報状態
未確認と表示します。警報ランプの色は，白で表示します。 

• TN960の起動時に，警報状態の確認をした場合，警報が発生していない入力チャネルには，
正常と表示します。警報ランプの色は，緑色で表示します。警報が発生したチャネルには，

異常と表示します。アナログ入力チャネルについては，各チャネル毎の表示定義データの

「第１警報点警報メッセージ」から「第２警報点警報メッセージ」までの何れかを表示し

ます。警報ランプの色は，赤色で表示します。 

• 子局から警報発生を受信した場合，入力チャネルからの警報であった場合，警報メッセー
ジに異常と表示し，警報ランプの色を赤色にして，点滅表示します。システム警報であっ

た場合，警報メッセージに正常と表示し，警報ランプの色を緑色にして，点滅表示します。 

• 子局からの警報復帰を受信した場合，該当する入力チャネルついて，警報メッセージに正
常と表示し，警報ランプの色を緑色にして，点滅を中止して表示します。 

• 子局自動巡回，手動巡回により，二次周期データと共に警報状態を収集した場合は，TN960
の起動時に警報状態の確認をした場合と同様になります。違うところは，警報ランプの点

滅状態は，その直前の状態を保ちます。 
 

警報監視画面の全画面表示 
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基本操作 

• 画面いっぱいに拡大された警報監視画面をタスクバー上で選択した後で，下記の操作がで
きます。 
 ESCキーを押すと，元の状態に戻ります。 
 ENTERキーを押すと，全警報ランプの点滅を解除します。 
 PageUp キー，PageDown キーにより，画面をスクロールできます。 
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3.11 TN960モニターコマンド 
「TN960 モニター画面」に，モデムに関する情報，データ収集に関する情報，FAX 送信
に関する情報を表示します。 
「TN960モニター画面」を表示します。 
 

TN960モニター画面 
 

画面各部の名称 

①

②

③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭  
① COM占有機能 

現在 COMポートを使用中の機能名称を表示します。下記の名称があります。 
機能名称 元になる操作 

子局巡回 子局自動巡回機能，手動巡回 
FAX送信 FAX自動送信機能 
子局巡回中止 巡回中止 
一次周期データ収集 一次周期データ収集開始確認画面・OK 
一次周期データ収集中止 一次周期データ状態確認画面・キャンセル 
COMの再設定 通信設定 
子局情報収集 子局管理画面の登録，変更，アップロード 
子局警報状態収集 子局警報状態収集 
ツールの終了待ち TN950起動， TN95起動 
データ収集終了 TN960の終了 
警報受信待ち TN960デフォルト状態 
警報受信中 子局からの警報受信後 
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② COM遷移状態 
COMポートの状態を表示します。下記の状態があります。 
回線断，COMクローズ状態 
回線断，COMオープン処理中 
回線断，COMオープン状態 
MODEM初期化中，COMオープン状態 
警報待ち，COMオープン状態 
ダイヤル中，COMオープン状態 
通信中，COMオープン状態 
回線断実行中，COMオープン状態 
回線断，COMクローズ処理中 

③ COM回線状態 
RS-232Cラインの各信号線の状態を表示します。ONまたは，OFFを表示します。 

④ COM待ち行列 
TN960 は，テレサートと通信しているとき以外は，子局からの警報を受信するため
に，COMポートを監視しています。そのため，任意の時刻に子局登録，子局自動巡
回をするために，待ち行列を作り，COMポートの管理を行っています。 
この一覧には，待ち行列に登録された COMポートを使用する機能名を表示します。 

⑤ MODEM応答メッセージ 
子局巡回，通信設定等において，モデムに様々なコマンドを送っていますが，TN960
からモデムに送ったコマンドと，モデムからの応答をこの一覧に表示します。 

⑥ 前回の巡回開始時刻 
テレサートの二次周期データ収集を行う，子局自動巡回機能，手動巡回コマンドの実

行を開始した時刻を表示します。 
⑦ 前回の巡回終了時刻 

子局自動巡回機能，手動巡回コマンドが終了した時刻を表示します。 
⑧ 前回の巡回結果 

データ収集に成功した子局の数と，失敗した子局の数を表示します。 
⑨ 次回の巡回開始時刻 

子局自動巡回機能が実行される次の時刻を表示します。 
⑩ 前回の送信開始時刻 

前回，FAX自動送信機能の実行を開始した時刻を表示します。 
⑪ 前回の送信終了時刻 

前回，FAX自動送信機能が終了した時刻を表示します。 
⑫ 前回の送信結果 

前回，FAX送信が成功した電話の数を示します。 
⑬ 次回の送信開始時刻 

FAX自動送信が実行される次の時刻を表示します。 
⑭ OKボタン 

TN960モニター画面を閉じます。 
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3.12 ログ表示コマンド 
「ログ表示画面」に，自動処理機能の実行結果や，発生したエラーを全て表示します。 
「ログ表示画面」を表示します。 
 

ログ表示画面 
 

画面各部の名称 

① ②

③

 
 
① 閉じるボタン 

「ログ表示画面」を閉じて，「メイン画面」に戻ります。 
② コピーボタン 

エディットビューに表示されているエラーメッセージを全てクリップボードに送り

ます。 
③ エディットビュー 

自動処理機能の実行結果，エラーメッセージを表示します。 
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3.13 通信設定コマンド 
COMポートとモデムに関する設定を行います。 
「通信設定画面」を表示します。 
 

通信設定画面 
 

画面各部の名称 

①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦  
 
① COMポートの選択 

モデムが接続されている COMポートを選択します。 
初期値は，COM1:です。 
COM1:から COM4:まで選択できます。 

② 推奨モデム選択 
接続したモデムの機種名を選択します。オムロン ME5614，アイワ PV_BF5606，そ
の他の中から選択します。 

③ ダイヤル方法 
「トーン」，「パルス」何れかを選択します。 

④ 回線種類 
「NTT公衆回線」，「PBX」何れかを選択してください。 

⑤ 追加設定 
モデムの初期化をするときの追加設定を ATコマンドで指定します。通常は，指定し
ません。 

⑥ OKボタン 
設定したパラメータを保存し，COMポートとモデムを初期化します。「メイン画面」
に戻ります。 

⑦ キャンセルボタン 
設定したパラメータの保存をしません。「メイン画面」に戻ります。 

• 推奨モデムの機種は，PCとテレサートで同じ機種を使用してください。 

• 推奨機種以外のモデムを使用した場合，TN960の動作の保証はできません。 

注意 



 

IM 77E01P01-01 
 

3-53

3.14 ユーザー設定コマンド 
グラフや表の表示，EXCEL 経由での印刷におけるフォーマットの設定を行います。
また，自動処理機能が使用するパラメータの設定を行います。 
「ユーザー設定画面」を表示します。ユーザー設定画面は，タブページと呼ばれる６

個の画面で構成されます。 
 

ユーザー設定画面 
 

画面各部の名称 

①

② ③ 未使用 未使用  
① タブページ 

関連のあるパラメータを６種類に分類して，各タブページに表示しています。 
ページの切り替えは，画面上部のタブを選択することにより，行います。 

  【参照】3.14.1章 全般１タブ画面 以降を参照 
② OKボタン 

パラメータ設定値を保存するために，「保存確認画面」を表示します。 
  【参照】保存確認画面 
③ キャンセルボタン 

パラメータ設定値を保存しないで，「メイン画面」に戻ります。 
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保存確認画面 
 

画面各部の名称 

① OKボタン 
「ユーザー設定画面」の全てのパラメータ設定値を保存します。「メイン」画面に戻

ります。 
日報データ画面，日報グラフ画面，月報データ画面，月報グラフ画面，警報監視画面

が表示されていたら，表示が更新されます。 
FAX自動送信の時刻スケジュールが更新されます。 

② キャンセルボタン 
「ユーザー設定画面」の全てのパラメータ設定値を保存しないで，「メイン」に戻り

ます。 
 

① ②
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3.14.1 全般１タブ画面 

この画面では，共通の設定を行います。 
 

画面各部の名称 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

 
 
① 作業領域フォルダー 

作業領域フォルダー名を入力します。右側の参照ボタンにより，フォルダーを選択

することができます。初期値は，TN960 インストールフォルダーにある専用のフォ
ルダー名となっています。最大半角２５５文字まで入力できます。 
作業領域フォルダーとは，EXCEL 経由の印刷を実行するとき，一時的なファイルを
作成するフォルダーです。 

② 収集データファイル保存フォルダー 
収集データファイル保存フォルダー名を指定します。右側の参照ボタンにより，フ

ォルダーを選択することができます。初期値は，TN960 インストールフォルダーに
ある専用のフォルダー名となっています。最大半角２５５文字まで入力できます。 
収集データファイルとは，テレサートから収集した二次周期データ，警報データを０

時０分０秒を境にして，日単位でまとめたファイルです。テレサートから収集したま

まで加工をしていないデータです。 
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③ 日報・月報 CSVファイル保存フォルダー 
日報・月報 CSVファイル保存フォルダー名を入力します。右側の参照ボタンにより，
フォルダーを選択することができます。初期値は，TN960 インストールフォルダー
にある専用のフォルダー名となっています。最大半角２５５文字まで入力できます。 
日報・月報 CSV ファイルとは，収集データファイルから「日報締め切り時刻」を境
にして，日単位で日報の形式にまとめたファイルです。表題を持ち，表示するデータ

のみを持っています。また，日合計，月累計，総計等の集計データを持っています。 
④ 帳票用 EXCELファイル保存フォルダー 

帳票用 EXCEL ファイル保存フォルダー名を入力します。右側の参照ボタンにより，
フォルダーを選択することができます。初期値は，TN960 インストールフォルダー
にある専用のフォルダー名となっています。最大半角２５５文字まで入力できます。 
帳票用 EXCELファイルとは，印刷をするために作成する EXCELデータファイルで
す。当社から提供の印刷，FAX送信用のマクロを含んだ EXCELデータファイルをコ
ピーして作成します。 

⑤ 日報締め切り時刻 
日報の締め切り時刻を指定します。初期値は０です。０から２３までの整数を指定し

ます。 
日報 CSVファイルの「アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧」において，
この時刻データが，最後の時刻データになります。警報履歴データについても，日報

締め切り時刻により，振り分けられます。 
⑥ 月報締め切り日 

月報の締め切り日を数値で指定するか，月末チェックボックスで指定してください。

初期値は，月末チェックボックスがチェックされています。日付は，１から２８まで

の整数値で指定します。 
月報 CSVファイルの「アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧」において，
この日付データが，最後の日付データになります。 

⑦ 日報印刷用 EXCELデータファイル 
日報印刷用 EXCELファイルを作成するための EXCELデータファイル名を入力しま
す。右側の参照ボタンにより，ファイルを選択することができます。初期値は，当

社から提供の印刷，FAX送信用のマクロを含んだ EXCELデータファイル名となって
います。最大半角２５５文字まで入力できます。 

⑧ 月報印刷用 EXCELデータファイル 
月報印刷用 EXCELファイルを作成するための EXCELデータファイル名を入力しま
す。右側の参照ボタンにより，ファイルを選択することができます。初期値は，当

社から提供の印刷，FAX送信用のマクロを含んだ EXCELデータファイル名となって
います。最大半角２５５文字まで入力できます。 

⑨ 表示フォント 
「日報データ画面」，「月報データ画面」において，表形式で表示され高くデータの

フォントを指定します。右側のフォント選択ボタンにより，フォントを選択するこ

とができます。 
⑩ X軸の目盛表示間隔 

「日報グラフ画面」，「月報グラフ画面」，「一次周期データ画面」において，グラ

フのＸ軸の目盛間隔を指定します。初期値は２０となっています。１から１００まで

の整数値を入力してください。 
⑪ 日報グラフ・Ｙ軸目盛表示間隔 

「日報グラフ画面」において，グラフのＹ軸の目盛間隔を指定します。初期値は２０

となっています。１から１００までの整数値を入力してください。 
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⑫ 月報グラフ・Ｙ軸目盛表示間隔 
「月報グラフ画面」において，グラフのＹ軸の目盛間隔を指定します。初期値は２０

となっています。１から１００までの整数値を入力してください。 
⑬ 一次周期グラフ・Ｙ軸目盛表示間隔 

「一次周期データ画面」において，グラフのＹ軸の目盛間隔を指定します。初期値は

２０となっています。１から１００までの整数値を入力してください。 
⑭ 目盛フォント 

「日報グラフ画面」，「月報グラフ画面」，「一次周期データ画面」において，グラ

フの目盛フォントを指定します。右側のフォント選択ボタンにより，フォントを選

択することができます。 

• ⑭目盛フォントパラメータを変更した場合、「日報グラフ画面」，「月報グラフ画面」，
「一次周期データ画面」は、一度閉じた後、再表示して下さい。 
 

注意 
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3.14.2 全般２タブ画面 

この画面では，共通の設定を行います。 
 

画面各部の名称 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

 
 

① 警報ランプの列数 
「警報監視画面」における一行あたりの警報ランプ数を指定します。 
初期値は，５になっています。１から１００までの整数値を入力してください。 

② 表示フォント 
「警報監視画面」の警報ランプに描かれている文字のフォントを選択します。 
右側のフォント選択ボタンにより，フォントを選択することができます。 

③ TN950ファイルパス名 
TN950 のファイルパス名を入力します。右側の参照ボタンにより，ファイルを選択
することができます。初期値は，TN950 を標準インストールした場合のパス名とな
っています。最大半角２５５文字まで入力できます。 

④ TN95ファイルパス名 
TN950 ファイルパス名を入力します。右側の参照ボタンにより，ファイルを選択す
ることができます。初期値は，TN95を標準インストールした場合のパス名となって
います。最大半角２５５文字まで入力できます。 

⑤ ビットマップファイルパス名 
TN960 起動時に表示されるスプラッシュ画面の標準画像の代わりに表示する任意の
ビットマップファイルパス名を入力します。右側の参照ボタンにより，ファイルを

選択することができます。最大半角２５５文字まで入力できます。 
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⑥ ツールバー表示 
子ウィンドウに表示されているツールバーを表示するかどうか指定します。チェック

すると表示します。未チェックにすると，表示しません。 
画面の解像度が低い場合，チェックを外してご使用下さい。 
「メイン画面」のツールバーは，常時表示されます。 
「TN960 モニター画面」，「ログ表示画面」は，TN960 を再起動しないと，この設
定が有効になりません。その他の画面は，一度画面を閉じて再表示すると，設定が反

映されます。 
⑦ CSVファイルを読み込んで，日報・月報画面表示 

「日報データ画面」，「月報データ画面」において，別のタブ画面で指定する各チャ

ネル毎の表示定義データの変更を直ちに反映させるかどうかを指定します。 
チェックすると，日報・月報データ更新コマンドを実行する事により，設定を反映し

ます。 
チェックしないと，直ちに反映します。 
初期値は，未チェックです。 
チェックすると，データ表示が遅くなります。帳票関連の設定が終わったら，チェッ

クしてご使用下さい。 

• ②表示フォントパラメータを変更した場合、「警報監視画面」を一度閉じて、再表示して
下さい。 
 

注意 
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3.14.3 アナログ入力データ／接点入力積算値デ
ータ表示・印刷タブ画面 

「日報データ画面」，「月報データ画面」の「アナログ入力データ／接点入力積算値デー

タ」一覧における，表示，印刷関連の設定を行います。設定は，各チャネル毎に行います。 
 

画面各部の説明 

①

③ ④ ⑤

②

⑥

⑦ ⑧ ⑨  
 
① アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧 

「日報データ画面」，「月報データ画面」に表示しないチャネルタグ番号の一覧です。 
アナログ入力チャネルと，積算機能を持ったディジタル入力チャネルのチャネルタグ

番号，カード／ユニットタグ番号，子局名を表示します。 
② 表示／印刷対象データ一覧 

「日報データ画面」，「月報データ画面」に表示し，かつ印刷するチャネルタグ番号

の一覧です。 
アナログ入力チャネルと，積算機能を持ったディジタル入力チャネルのチャネルタグ

番号，カード／ユニットタグ番号，子局名を表示します。 
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③ 前に追加ボタン 
チャネルタグ番号をアナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧から表示／印

刷対象データ一覧に移動します。 
アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧において選択したチャネルタグ番

号を，表示／印刷対象データ一覧において先に選んでおいたチャネルタグ番号の前に

追加します。 
④ 後ろに追加ボタン 

チャネルタグ番号をアナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧から表示／印

刷対象データ一覧に移動します。 
アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧において選択したチャネルタグ番

号を，表示／印刷対象データ一覧において先に選んでおいたチャネルタグ番号の後ろ

に追加します。 
⑤ 削除ボタン 

チャネルタグ番号を表示／印刷対象データ一覧からアナログ入力データ／接点入力

積算値データ一覧に移動します。 
表示／印刷対象データ一覧において選択したチャネルタグ番号を，アナログ入力デー

タ／接点入力積算値データ一覧に移動します。 
アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧は，チャネルタグ番号順にソートし

て表示されます。 
⑥ 全削除ボタン 

表示／印刷対象データ一覧の全チャネルタグ番号が，アナログ入力データ／接点入力

積算値データ一覧に移動します。 
アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧は，チャネルタグ番号順にソートし

て表示されます。 
⑦ 表示定義変更ボタン 

アナログ入力データの場合，「アナログ入力データ表示定義画面」を表示します。 
接点入力積算値データの場合，「接点入力積算値データ表示定義画面」を表示します。 

  【参照】3.14.4章 アナログ入力データ表示定義画面 
  【参照】3.14.5章 接点入力積算値データ表示定義画面 
⑧ 上へ移動ボタン 

表示／印刷対象データ一覧において，先に選んでおいたチャネルタグ番号を上へ移動

します。 
⑨ 下へ移動ボタン 

表示／印刷対象データ一覧において，先に選んでおいたチャネルタグ番号を下へ移動

します。 
 

基本操作 

• 「表示／印刷対象データ一覧」上で，並び順を変更することにより，「日報データ画面」，
「月報データ画面」上に表示される順番を変更することができます。 

• 表示印刷対象データ一覧上でダブルクリックすると，「アナログ入力データ表示定義画
面」または，「接点入力積算値データ表示定義画面」を表示します。 
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3.14.4 アナログ入力データ表示定義画面 

「日報データ画面」，「月報データ画面」のアナログ入力データ／接点入力積算値データ

一覧における，アナログ入力データの表示形式を設定します。 
「日報グラフ画面」，「月報グラフ画面」，「一次周期データ画面」において，アナログ

入力データの表示形式を設定します。 
 

画面各部の説明 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮ ⑯  
 

① チャネルタグ番号 
「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷画面」で選択したアナログ

入力チャネルのチャネルタグ番号を表示します。 
② カード／ユニットタグ番号 

「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷画面」で選択したアナログ

入力チャネルのカード／ユニットタグ番号を表示します。 
③ 子局名 

「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷画面」で選択したアナログ

入力チャネルの子局名を表示します。 
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④ 項目名称 
「日報データ画面」，「日報グラフ画面」，「月報データ画面」，「月報グラフ画面」

の表題に表示する項目名称を指定します。 
初期値は，チャネルタグ番号が設定されています。最大半角３０文字まで入力できま

す。 
⑤ 単位 

「日報データ画面」，「日報グラフ画面」，「月報データ画面」，「月報グラフ画面」

の表題に付加する物理単位名称を入力します。 
初期値は，空白となっています。最大半角１０文字まで入力できます。 

⑥ ゼロ点（入力下限値） 
二次周期データ値が０％の値であるときの，物理量を入力します。 
初期値は０．０です。最大半角２０文字以内で，物理量を入力します。 

⑦ スパン点（入力上限値） 
二次周期データ値が１００％の値であるときの，物理量を入力します。 
初期値は１００．０です。最大半角２０文字以内で，物理量を入力します。 

⑧ 小数点以下桁数 
ゼロ点，スパン点により物理量に変換した後，一覧表に表示する際の小数点以下の桁

数を指定します。 
初期値は，２です。０から１０までの整数値を入力します。 

⑨ 合計／累計の乗数 
「日報データ画面」の日合計，月累計，総計，および，「月報データ画面」の月累計，

総計を集計する際の乗数を指定します。単位の変換に使用します。 
⑩ 合計／累計計算 

「無し」を選択すると，「日報データ画面」の日合計，月累計，総計，および，「月

報データ画面」の月累計，総計を集計しません。 
⑪ 総計 

総計は，日報 CSV ファイルに日報締め切り時刻のデータが書き込まれる毎に，更新
されます。 
「日報データ画面」，「月報データ画面」の月累計，総計をリセットしたい場合，右

側のリセットボタンを押すと，総計が０になり，リセット日に当日の日付（日報締め

切り日を考慮した日付）が設定されます。リセット日以降は，リセット日の前日の月

累計，総計を０と見なして，集計を行います。 
⑫ グラフ種類 

「折れ線グラフ」，「棒グラフ」の何れかを選択します。 
⑬ 棒グラフ時の積算値表示 

「あり」を選択した場合，棒グラフ表示する場合，積算値を折れ線グラフとして表示

することができます。積算値グラフの色は，水色です。Ｙ軸目盛は，グラフの右端に

表示されます。 
⑭ グラフ色 

「グラフ種類」で選択したグラフの色を設定します。右側の参照ボタンを押すと，

色選択画面が表示されます。 
⑮ OKボタン 

パラメータ設定値を仮保存し，「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・

印刷画面」に戻ります。 
「ユーザー設定画面」の OK ボタンを押すと保存したパラメータ設定値が有効になり
ます。 

⑯ キャンセルボタン 
パラメータ設定値を保存しないで，「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表

示・印刷画面」に戻ります。 
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3.14.5 接点入力積算値データ表示定義画面 

「日報データ画面」，「月報データ画面」のアナログ入力データ／接点入力積算値データ

一覧における，接点入力積算値データの表示形式を設定します。 
「日報グラフ画面」，「月報グラフ画面」において，接点入力積算値データの表示形式を

設定します。 
 

画面各部の名称 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑰ ⑱

⑮

⑯

 
① チャネルタグ番号 

「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷画面」で選択したディジタ

ル入力チャネルのチャネルタグ番号を表示します。 
② カード／ユニットタグ番号 

「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷画面」で選択したディジタ

ル入力チャネルのカード／ユニットタグ番号を表示します。 
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③ 子局名 
「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷画面」で選択したディジタ

ル入力チャネルの子局名を表示します。 
④ 項目名称 

「日報データ画面」，「日報グラフ画面」，「月報データ画面」，「月報グラフ画面」

の表題に表示する項目名称を指定します。 
初期値は，チャネルタグ番号が設定されています。最大半角３０文字まで入力できま

す。 
⑤ データ種類 

ディジタル入力チャネルの積算機能の種類を示します。エッジまたは，時間の何れか

が表示されます。 
⑥ 単位 

「日報データ画面」，「日報グラフ画面」，「月報データ画面」，「月報グラフ画面」

の表題に付加する物理単位名称を入力します。 
初期値は，空白となっています。最大半角１０文字まで入力できます。 

⑦ ゼロ点（入力下限値） 
二次周期データの積算値が０であるときの，物理量を入力します。 
初期値は０．０です。最大半角２０文字以内で，物理量を入力します。 

⑧ スパン点（入力上限値） 
二次周期データの積算値が６５５３５であるときの，物理量を入力します。 
初期値は６５５３５．０です。最大半角２０文字以内で，物理量を入力します。 

⑨ 小数点以下桁数 
ゼロ点，スパン点により物理量に変換した後，一覧表に表示する際の小数点以下の桁

数を指定します。 
初期値は，２です。０から１０までの整数値を入力します。 

⑩ 合計／累計の乗数 
「日報データ画面」の日合計，月累計，総計，および，「月報データ画面」の月累計，

総計を集計する際の乗数を指定します。単位の変換に使用します。 
⑪ 日報表示単位 

「日報データ画面」，「日報グラフ画面」に，時間積算値を表示する場合の表示形式

を選択します。“時：分：秒”，“分：秒”の何れかを選択します。 
⑫ 月報表示単位 

「月報データ画面」，「月報グラフ画面」に，時間積算値を表示する場合の表示形式

を選択します。“時：分：秒”，“分：秒”の何れかを選択します。 
⑬ 総計 

総計は，日報 CSV ファイルに日報締め切り時刻のデータが書き込まれる毎に，更新
されます。 
「日報データ画面」，「月報データ画面」の月累計，総計をリセットしたい場合，右

側のリセットボタンを押すと，総計が０になり，リセット日に当日の日付（日報締め

切り日を考慮した日付）が設定されます。リセット日以降は，リセット日の前日の月

累計，総計を０と見なして，集計を行います。 
⑭ グラフ種類 

「折れ線グラフ」，「棒グラフ」の何れかを選択します。 
⑮ 棒グラフ時の積算値表示 

「あり」を選択した場合，棒グラフ表示する場合，積算値を折れ線グラフとして表示

することができます。積算値グラフの色は，水色です。Ｙ軸目盛は，グラフの右端に

表示されます。 
⑯ グラフ色 

「グラフ種類」で選択したグラフの色を設定します。右側の参照ボタンを押すと，

色選択画面が表示されます。 
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⑰ OKボタン 
パラメータ設定値を仮保存し，「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・

印刷画面」に戻ります。 
「ユーザー設定画面」の OK ボタンを押すと保存したパラメータ設定値が有効になり
ます。 

⑱ キャンセルボタン 
パラメータ設定値を保存しないで，「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表

示・印刷画面」に戻ります。 
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3.14.6 ディジタル入力データ表示・印刷タブ画面 

「日報データ画面」，「月報データ画面」の「接点入力積算値データ」一覧における，表

示，印刷関連の設定を行います。設定は，各チャネル毎に行います。 
 

画面各部の名称 

 

①

③ ④ ⑤

②

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑦

⑩

 
 
① ディジタル入力データ一覧 

「日報データ画面」，「月報データ画面」に表示しないチャネルタグ番号の一覧です。 
ディジタル入力チャネルのチャネルタグ番号，カード／ユニットタグ番号，子局名を

表示します。 
② 表示／印刷対象接点入力積算データ一覧 

「日報データ画面」，「月報データ画面」に表示し，かつ印刷するチャネルタグ番号

の一覧です。 
積算機能を持ったディジタル入力チャネルのチャネルタグ番号，カード／ユニットタ

グ番号，子局名を表示します。 
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③ 前に追加ボタン 
チャネルタグ番号をディジタル入力データ一覧から表示／印刷対象接点入力積算デ

ータ一覧に移動します。 
ディジタル入力データ一覧において選択したチャネルタグ番号を，表示／印刷対象接

点入力積算データ一覧において先に選んでおいたチャネルタグ番号の前に追加しま

す。 
積算機能を持たないディジタル入力チャネルは，移動できません。 

④ 後ろに追加ボタン 
チャネルタグ番号をディジタル入力データ一覧から表示／印刷対象接点入力積算デ

ータ一覧に移動します。 
ディジタル入力データ一覧において選択したチャネルタグ番号を，表示／印刷対象接

点入力積算データ一覧において先に選んでおいたチャネルタグ番号の後ろに追加し

ます。 
積算機能を持たないディジタル入力チャネルは，移動できません。 

⑤ 削除ボタン 
チャネルタグ番号を表示／印刷対象接点入力積算データ一覧からディジタル入力デ

ータ一覧に移動します。 
表示／印刷対象接点入力積算データ一覧において選択したチャネルタグ番号を，ディ

ジタル入力データ一覧に移動します。 
ディジタル入力データ一覧は，チャネルタグ番号順にソートして表示されます。 

⑥ 全削除ボタン 
表示／印刷対象接点入力積算データ一覧の全チャネルタグ番号が，ディジタル入力デ

ータ一覧に移動します。 
ディジタル入力データ一覧は，チャネルタグ番号順にソートして表示されます。 

⑦ 表示定義変更ボタン 
「ディジタル入力データ表示定義画面」を表示します。 

  【参照】3.14.7章 ディジタル入力データ表示定義画面 
⑧ 上へ移動ボタン 

表示／印刷対象接点入力積算データ一覧において，先に選んでおいたチャネルタグ番

号を上へ移動します。 
⑨ 下へ移動ボタン 

表示／印刷対象接点入力積算データ一覧において，先に選んでおいたチャネルタグ番

号を下へ移動します。 
⑩ 表示／印刷列数 

接点入力値データは，表の右から左へ順に表示されますので，その最大列数を指定し

ます。 
初期値は，６です。２から１００までの整数を指定します。 
 

基本操作 

• 「表示／印刷対象接点入力積算データ一覧」上で，並び順を変更することにより，「日報
データ画面」，「月報データ画面」上に表示される順番を変更することができます。 

• ディジタル入力データ一覧上でダブルクリックすると，「ディジタル入力データ表示定義
画面」を表示します。 

• 表示／印刷対象接点入力積算データ一覧上でダブルクリックすると，「ディジタル入力デ
ータ表示定義画面」を表示します。 
 

• 表示／印刷列数を変更すると，印刷で使用する EXCELデータファイルの罫線とマクロも
修正する必要があります。 

注意 
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3.14.7 ディジタル入力データ表示定義画面 

「日報データ画面」，「月報データ画面」の接点入力積算値データ一覧における，接点入

力積算値データの表示形式を設定します。 
 

画面各部の名称 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮ ⑯  
① チャネルタグ番号 

「ディジタル入力データ表示・印刷画面」で選択したディジタル入力チャネルのチャ

ネルタグ番号を表示します。 
② カード／ユニットタグ番号 

「ディジタル入力データ表示・印刷画面」で選択したディジタル入力チャネルのカー

ド／ユニットタグ番号を表示します。 
③ 子局名 

「ディジタル入力データ表示・印刷画面」で選択したディジタル入力チャネルの子局

名を表示します。 



IM 77E01P01-01 
 

3-70 

④ 項目名称 
「日報データ画面」，「月報データ画面」の表題に表示する項目名称を指定します。 
初期値は，チャネルタグ番号が設定されています。最大半角３０文字まで入力できま

す。 
⑤ データ種類 

ディジタル入力チャネルの積算機能の種類を示します。エッジ，時間，空白の何れか

が表示されます。空白の場合，積算機能が無いことを示します。 
⑥ 単位 

「日報データ画面」，「月報データ画面」の表題に付加する物理単位名称を入力しま

す。 
初期値は，空白となっています。最大半角１０文字まで入力できます。 

⑦ ゼロ点（入力下限値） 
二次周期データの積算値が０であるときの，物理量を入力します。 
初期値は０．０です。最大半角２０文字以内で，物理量を入力します。 

⑧ スパン点（入力上限値） 
二次周期データの積算値が６５５３５であるときの，物理量を入力します。 
初期値は６５５３５．０です。最大半角２０文字以内で，物理量を入力します。 

⑨ 小数点以下桁数 
ゼロ点，スパン点により物理量に変換した後，一覧表に表示する際の小数点以下の桁

数を指定します。 
初期値は，２です。０から１０までの整数値を入力します。 

⑩ 日報表示単位 
「日報データ画面」に，時間積算値を表示する場合の表示形式を選択します。 
“時：分：秒”，“分：秒”の何れかを選択します。 

⑪ 月報表示単位 
「月報データ画面」に，時間積算値を表示する場合の表示形式を選択します。 
“時：分：秒”，“分：秒”の何れかを選択します。 

⑫ 総計 
総計は，日報 CSV ファイルに日報締め切り時刻のデータが書き込まれる毎に，更新
されます。 
「日報データ画面」，「月報データ画面」の月累計，総計をリセットしたい場合，右

側のリセットボタンを押すと，総計が０になり，リセット日に当日の日付（日報締め

切り日を考慮した日付）が設定されます。リセット日以降は，リセット日の前日の月

累計，総計を０と見なして，集計を行います。 
⑬ HIGH状態表示文字列 

「一次周期データ画面」において，入力状態が HIGHの場合に表示する文字列を入力
します。最大半角２０文字まで入力できます。 

⑭ LOW状態表示文字列 
「一次周期データ画面」において，入力状態が LOWの場合に表示する文字列を入力
します。最大半角２０文字まで入力できます。 

⑮ OKボタン 
パラメータ設定値を仮保存し，「ディジタル入力データ表示・印刷画面」に戻ります。 
「ユーザー設定画面」の OK ボタンを押すと保存したパラメータ設定値が有効になり
ます。 

⑯ キャンセルボタン 
パラメータ設定値を保存しないで，「ディジタル入力データ表示・印刷画面」に戻り

ます。 
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3.14.8 警報データ表示・印刷タブ画面 

「日報データ画面」，「月報データ画面」の「警報データ」一覧における，表示，印刷関

連の設定を行います。設定は，各チャネル毎に行います。 
 

画面各部の名称 

 

①

③ ④ ⑤

②

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩

 
 
① 警報データ一覧 

「日報データ画面」，「月報データ画面」に表示しないチャネルタグ番号の一覧です。 
全入力チャネルのチャネルタグ番号，カード／ユニットタグ番号，子局名，および子

局毎にシステム警報を１つ表示します。 
② 表示／印刷対象警報データ一覧 

「日報データ画面」，「月報データ画面」に表示し，かつ印刷するチャネルタグ番号

の一覧です。 
全入力チャネルのチャネルタグ番号，カード／ユニットタグ番号，子局名，および子

局毎にシステム警報を１つ表示します。 
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③ 前に追加ボタン 
チャネルタグ番号を警報データ一覧から表示／印刷対象警報データ一覧に移動しま

す。 
警報データ一覧において選択したチャネルタグ番号を，表示／印刷対象警報データ一

覧において先に選んでおいたチャネルタグ番号の前に追加します。 
④ 後ろに追加ボタン 

チャネルタグ番号を警報データ一覧から表示／印刷対象警報データ一覧に移動しま

す。 
警報データ一覧において選択したチャネルタグ番号を，表示／印刷対象警報データ一

覧において先に選んでおいたチャネルタグ番号の後ろに追加します。 
⑤ 削除ボタン 

チャネルタグ番号を表示／印刷対象警報データ一覧から警報データ一覧に移動しま

す。 
表示／印刷対象警報データ一覧において選択したチャネルタグ番号を，警報データ一

覧に移動します。 
警報データ一覧は，チャネルタグ番号順にソートして表示されます。 

⑥ 全削除ボタン 
表示／印刷対象警報データ一覧の全チャネルタグ番号が，警報データ一覧に移動しま

す。 
警報データ一覧は，チャネルタグ番号順にソートして表示されます。 

⑦ 表示定義変更ボタン 
「警報データ表示定義画面」を表示します。 

 【参照】3.14.9章 警報データ表示定義画面 
⑧ 上へ移動ボタン 

表示／印刷対象警報データ一覧において，先に選んでおいたチャネルタグ番号を上へ

移動します。 
⑨ 下へ移動ボタン 

表示／印刷対象警報データ一覧において，先に選んでおいたチャネルタグ番号を下へ

移動します。 
⑩ 表示／印刷行数 

警報データは，上から下へ順に表示されますので，最大行数を指定します。 
初期値は，１０です。２から１００までの整数値を指定します。 

基本操作 

• 表示／印刷対象警報データ一覧上でダブルクリックすると，「警報データ表示定義画面」
を表示します。 
 

• 「警報データ一覧画面」に移動したチャネルから警報が着信すると，「ログ表示画面」に
エラーが表示されます。 

• ディジタル入力チャネルの場合，警報検出動作が無効になっていると，「警報表示画面」
には，表示されません。 

• アナログ入力チャネルの場合，第１警報点から第４警報点まで全て警報検出動作が無効に
なっていると，「警報表示画面」には，表示されません。 

• 表示／印刷列数を変更すると，印刷で使用する EXCELデータファイルの罫線とマクロも
修正する必要があります。 

注意 
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3.14.9 警報データ表示定義画面 

「日報データ画面」，「月報データ画面」の警報データ一覧における，警報データの表示

形式を設定します。 
 

画面各部の名称 

 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑮ ⑯  
 
① チャネルタグ番号 

「警報データ表示・印刷画面」で選択した入力チャネルのチャネルタグ番号を表示し

ます。 
② カード／ユニットタグ番号 

「警報データ表示・印刷画面」で選択した入力チャネルのカード／ユニットタグ番号

を表示します。 
③ 子局名 

「警報データ表示・印刷画面」で選択した入力チャネルの子局名を表示します。 
④ 警報名称 

「日報データ画面」，「月報データ画面」の表題に表示する項目名称を指定します。 
初期値は，チャネルタグ番号が設定されています。最大半角３０文字まで入力できま

す。 
⑤ 第１警報点警報メッセージ 

アナログ入力チャネルにおいて，第１警報点警報が発生した場合に，「日報データ画

面」に表示するメッセージを入力します。 
⑥ 第２警報点警報メッセージ 

アナログ入力チャネルにおいて，第２警報点警報が発生した場合に，「日報データ画

面」に表示するメッセージを入力します。 
⑦ 第３警報点警報メッセージ 

アナログ入力チャネルにおいて，第３警報点警報が発生した場合に，「日報データ画

面」に表示するメッセージを入力します。 
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⑧ 第４警報点警報メッセージ 
アナログ入力チャネルにおいて，第４警報点警報が発生した場合に，「日報データ画

面」に表示するメッセージを入力します。 
⑨ OKボタン 

パラメータ設定値を仮保存し，「警報データ表示・印刷画面」に戻ります。 
「ユーザー設定画面」の OK ボタンを押すと保存したパラメータ設定値が有効になり
ます。 

⑩ キャンセルボタン 
パラメータ設定値を保存しないで，「警報データ表示・印刷画面」に戻ります。 
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3.14.10 FAX送信設定タブ画面 

FAX自動送信機能で使用するパラメータを設定します。 
 

画面各部の名称 

 

　　　

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧ ⑨

⑦

⑩

 
 
① FAX送信 EXCELデータファイル 

日報印刷用 EXCELファイルを作成するための EXCELデータファイル名を入力しま
す。右側の参照ボタンにより，ファイルを選択することができます。初期値は，当

社から提供の印刷，FAX送信用のマクロを含んだ EXCELデータファイル名となって
います。最大半角２５５文字まで入力できます。 

② 電話番号１ 
FAX を送る宛先の電話番号を入力して下さい。最大半角で２０文字まで入力できま
す。空白の場合は，無効になります。 

③ 電話番号２ 
FAX を送る宛先の電話番号を入力して下さい。最大半角で２０文字まで入力できま
す。空白の場合は，無効になります。 

④ 電話番号３ 
FAX を送る宛先の電話番号を入力して下さい。最大半角で２０文字まで入力できま
す。空白の場合は，無効になります。 
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⑤ 電話番号４ 
FAX を送る宛先の電話番号を入力して下さい。最大半角で２０文字まで入力できま
す。空白の場合は，無効になります。 

⑥ 電話番号５ 
FAX を送る宛先の電話番号を入力して下さい。最大半角で２０文字まで入力できま
す。空白の場合は，無効になります。 

⑦ 時刻チェックボックス１～５ 
チェックをつけると，右側の時刻に FAXを自動送信します。 

⑧ 時刻指定１～５ 
FAXを送信する時刻を指定します。電話番号１から５に対して FAXを送信します。 

⑨ 日報種類１～５ 
FAX送信する日報の種類を指定します。当日日報を選択すると，FAX送信時刻が属
する日付の日報を送信します。前日日報を選択すると，FAX 送信時刻の日付より１
日前の日報を送信します。 

⑩ 警報受信時に FAX送信チェックボックス 
チェックをつけると，警報受信時に電話番号１～５の電話番号に当日日報の FAXを
自動送信します。 
 

 

• WindowsNT4.0の場合、①FAX送信 EXCELデータファイルパラメータには、当社から提
供の標準 FAX送信 NT.XLSを指定して,ご使用下さい。 

 
 

注意 
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3.15 TN950起動コマンド 
TN950を起動します。 
 

機能 

• 「ユーザー設定画面」の「全般２タブ画面」において TN950 ファイルパス名パラメータ
に設定した TN950プログラムを起動します。 

• TN950を起動する前に，TN960は COMポートを開放し，アイコン状態になります。 

• TN950が終了すると，再び元の大きさに戻ります。 
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3.16 TN95起動コマンド 
TN95を起動します。 
 

機能 

• 「ユーザー設定画面」の「全般２タブ画面」において TN95ファイルパス名パラメータに
設定した TN95プログラムを起動します。 

• TN95を起動する前に，TN960は COMポートを開放し，アイコン状態になります。 

• TN95が終了すると，再び元の大きさに戻ります。 
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3.17 パスワード変更コマンド 
「日報データ画面」において，アナログ入力データ／接点入力積算値データ一覧上で収集

データを修正したい場合，パスワードの登録が必要です。 
 

パスワード変更画面 
 

画面各部の名称 

 

①

②

③

④ ⑤  
 
① 旧パスワード 

登録済みのパスワードを入力します。新規にパスワードを設定する場合は，不要です。 
② 新パスワード 

新しいパスワードを入力します。最大半角２０文字まで入力できます。 
③ パスワード再入力 

新しいパスワードを再度入力します。最大半角２０文字まで入力できます。 
④ OKボタン 

「旧パスワード」と登録済みのパスワードを比較します。 
「新パスワード」と「パスワード再入力」の文字列を比較します。 
両方とも一致する場合，「新パスワード」の文字列を新パスワードととして登録しま

す。登録後，「メイン画面」に戻ります。 
⑤ キャンセルボタン 

パスワードを登録しないで，「パスワード変更画面」を終了し，「メイン画面」に戻

ります。 
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3.18 設定データ保存コマンド 
「通信設定画面」，「ユーザー設定画面」，「巡回設定画面」にて設定したパラメータ設

定値を，名前を付けてバックアップします。これらの設定データは，通常は，TN960イン
ストールフォルダーに”TNENV.DAT”というファイル名で保存されています。 
「名前を付けて保存画面」を表示します。 
 

名前を付けて保存画面 
 

 
 

基本操作 

• 任意のフォルダーに，任意のファイル名で保存して下さい。拡張子は，”.DAT”固定にな
ります。 
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3.19 設定データ読み込みコマンド 
設定データ保存コマンドにて保存した設定データを読み込みます。 
「開く画面」を表示します。 
 

開く画面 
 

 
 

基本操作 

• 設定データファイル名を選択して，読み込みを行って下さい。読み込み終了後，「警報状
態収集確認画面」が表示されますので，子局警報状態の収集を行って下さい。 
【参照】4.3節 子局警報状態収集機能 
 

• 設定データを読み込んだ後は，「通信設定画面」，「ユーザー設定画面」，「巡回設定画
面」にて設定したパラメータ設定値は，全て読み込んだファイルに保存されます。 
 

注意 
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3.20 全総計のリセットコマンド 
ユーザー設定コマンドの「アナログ入力データ／接点入力積算値データ表示・印刷画面」，

「接点入力積算値データ表示・印刷画面」，「警報データ表示・印刷画面」において，チ

ャネル毎の表示定義データが持つ総計を全てリセットします。 
テスト運用が終わり，本格的な運用が始まるときに使用します。 
「全総計のリセット画面」を表示します。 
 

全総計のリセット画面 
 

画面各部の名称 

 

①

② ③  
 
① リセット日付 

日付を選択します。 
② OKボタン 

選択した日付で，全ての表示定義データの総計を０にし，リセット日を選択した日付

にします。終了後，「メイン画面」に戻ります。 
③ キャンセルボタン 

総計のリセットをしないで，「メイン画面」に戻ります。 
 

基本操作 

• 最初に，「リセット日付」右端のボタンを押して，日報データの更新を開始したい日付を
選択して下さい。 

• OK ボタンを押して，全総計のリセットを実行して下さい。 
 

総計のリセット 

• 「日報データ画面」，「月報データ画面」の月累計，総計をリセットしたい場合に行いま
す。リセットを実行すると，表示定義データの総計が０になり，リセット日にリセット日

付（日報締め切り日を考慮した日付）が設定されます。リセット日以降は，リセット日の

前日の月累計，総計を０と見なして，集計を行います。これにより，「日報データ画面」，

「月報データ画面」の月累計，総計が，０にリセットされます。 
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4 自動処理機能 

この章では，子局自動巡回機能，警報データ自動受信機能等について説明しています。こ

れらの機能は，各設定データに基づき，指定した事象が発生するのを待って自動的に起動

します。 
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4.1 子局自動巡回機能 
指定された時刻に，子局を巡回してテレサートの二次周期データ，警報履歴，警報状態，

パラメータ設定値を収集する機能です。 
 

機能 
• 子局登録コマンドの「巡回設定画面」において，「巡回開始時刻」パラメータにて設定し
た時刻を頭に，「巡回間隔」パラメータで設定した時間間隔で，子局を巡回します。 
巡回が始まると，「子局巡回状態画面」を表示します。 
下記の画面を参照して下さい。 
【参照】3.5節 手動巡回コマンドの子局巡回状態画面 
巡回が終了すると，「子局巡回状態画面」は自動的に閉じます。 

• 「巡回設定画面」の「巡回対象子局一覧」に表示されている全ての子局に対して，データ
収集を行います。 

• 二次周期データの収集数は，「子局管理画面」の二次周期データ最新時刻が未確認の場合，
子局の形名に応じて最大数を収集します。TN101の場合，76個。TN10の場合，768個と
なります。 
二次周期データ最新時刻が存在する場合，その差分だけ二次周期データを収集します。 

• 巡回の開始，終了メッセージ，途中経過メッセージをログ表示画面に表示します。 

• 収集した二次周期データ，警報履歴データは，収集データファイルに保存されます。 

• 収集データファイル作成後，日報 CSVデータファイル，月報 CSVデータファイルが作成
されます。 

• 「日報データ画面」，「日報グラフ画面」，「月報データ画面」，「月報グラフ画面」，
「警報表示画面」が表示されている場合，自動的に更新されます。 
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4.2 警報データ自動受信処理 
子局からの警報発報が着信すると，自動的にテレサートの新規警報データ，警報状態，テ

レサートのパラメータ設定値を収集します。 
 

機能 
• 巡回の開始，終了メッセージ，途中経過メッセージをログ表示画面に表示します。 

• 新規警報データは，収集データファイルに保存されます。収集データファイル保存後，日
報 CSVファイル，月報 CSVファイルを作成します。 

• 「日報データ画面」，「日報グラフ画面」，「月報データ画面」，「月報グラフ画面」，
「警報表示画面」が表示されている場合，自動的に更新されます。 

• 「子局管理画面」の下記の情報が更新されます。 
【子局情報】 
  子局ずれ時間，ダウン時刻 
【チャネル情報】 
  警報検出状態，入力値 

• 「警報監視画面」が表示されていないときは，「警報データ受信画面」が表示されます。
警報が複数着信した場合でも，「警報データ受信画面」は，常に１つだけ表示されます。 
 

警報データ受信画面 
 
画面各部の名称 
 

①  
 
① 日報表示ボタン 

「日報データ画面」が表示されていない場合，「日報データ画面」を表示します。 
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4.3 子局警報状態収集機能 
TN960の起動時，設定データ読み込みコマンドを実行したときは，子局の警報状態が未確
認のため，警報状態を収集する必要があります。 
「警報状態収集確認画面」を表示します。 
 

警報状態収集確認画面 
 

画面各部の名称 

 

① ②  
 
① 巡回開始ボタン 

「子局巡回状態画面」画面を表示し，子局を巡回して，警報状態，テレサートパラメ

ータ設定値を収集します。 
  【参照】3.5節 手動巡回コマンドの子局巡回状態画面 
② キャンセルボタン 

子局の警報状態を確認しないで，「警報状態収集確認画面 
 

子局巡回 

• 巡回の開始，終了メッセージ，途中経過メッセージをログ表示画面に表示します。 

• 処理が終了したら，子局巡回状態画面は，自動的に閉じます。 

• 「警報表示画面」が表示されている場合，自動的に更新されます。 

• 「子局管理画面」の下記の情報が更新されます。 
【子局情報】 
  子局ずれ時間，ダウン時刻 
【チャネル情報】 
  警報検出状態，入力値 
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4.4 FAX自動送信機能 
ユーザー設定コマンドの「FAX 送信設定画面」において，「時刻１」パラメータ～「時
刻５」パラメータに設定した時刻に，日報データを自動的に FAX送信します。 
 

機能 
• 指定時刻になったら，FAX QUEUE MANAGERを起動し，FAX送信の管理をします。 

• FAX QUEUE MANAGERを実行する前に，COMポートは閉じられます。 

• FAX QUEUE MANAGERは，FAX送信を下記の手順で実行します。 
  ①STARFAX通信マネージャーを起動する。 
  ②FAX 送信するためにいったん EXCEL データファイルに CSV ファイルを読み込ま

せ，帳票データとして保存する。 
  ③EXCELのマクロから，プリンター名が，MEGASOFT STARFAX on COM1:である

プリンタに印刷する。 
  ④STARFAX通信マネージャーを終了させる。 

• FAX QUEUE MANAGERが終了すると，TN960は警報状態自動受信処理を実行します。 
 

FAX QUEUE MANAGER画面 
 

画面各部の名称 

 

①

②  
① 宛先一覧 

FAX送信の宛先が表示されます。送信が完了する毎に，更新されます。 
② FAX送信中止ボタン 

途中で FAX 送信を中止したい場合，押します。送信待ち行列が全て削除され，
STARFAX通信マネージャーが終了するのを待ちます。STARFAX通信マネージャー
が終了すると，FAX QUEUE MANAGERも終了します。 

• FAX 送信中は，帳票データを EXCEL で開かないで下さい。FAX 送信用のマクロが実行
される可能性があります。 

 
 
 

注意 
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5 出力ファイル仕様 

この章では，TN960が作成する各種ファイルのフォーマットについて，説明します。 
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5.1 収集データファイル仕様 
収集データファイルとは，テレサートから収集した二次周期データ，警報履歴データ，新

規警報データについて，テレサートが記録しているデータ項目全てを保存したファイルの

ことです。「日報データ画面」等に表示されないデータも含んでいます。 
 

ファイル作成規則 
• 収集データファイルは，１日単位に作成し，当日の０時０分０秒から２３時５９分５９秒
までのデータを保存します。 

• 収集データファイルには，二次周期データ，警報履歴データ，新規警報データを含みます。 

• 収集データの保存フォルダーを，「ユーザー設定画面」の「収集データファイル保存フォ
ルダー」パラメータで設定したフォルダーとします。 

• 収集データファイル名の形式を，「TNYYYYMMDD.CSV」の形式とします。 
ここで，YYYYは，西暦を示します。MMは，月を示します。DDは，日を示します。 
 

ファイル形式 
 

収集データ管理情報・キーワード 
収集データブロック・キーワード 
収集データ 
  ∥ 
収集データ 
     ∥ 
収集データブロック・キーワード 
収集データ 
  ∥ 
収集データ 
警報データ・キーワード 
警報データ 
  ∥ 
警報データ 

 
• 「収集データ管理情報・キーワード」，「収集データブロック・キーワード」，「警報データキーワー
ド」は，TN960がデータ管理に使用します。キーワードです。 

• 「収集データ管理情報・キーワード」は，収集データブロックの管理情報を持ちます。 
• 「収集データブロック・キーワード」は，各カード／ユニット単位の収集データの始まりを示します。 
• 「警報データキーワード」は，警報データの始まりを示します。 
• 漢字コードは，シフトＪＩＳコードとします。 
• カンマで区切られた各要素について，数値データ型，文字列データ型の区別をします。文字列データ中
にカンマがある場合，””で囲みます。”がある場合，”を後ろに追加し，“”で囲みます。 
以下の説明において，文字列データ型のみ，その指定をします。 

• ””外において，空白は出力しません。また，読み込み時に無視します。 

収集データブロック ： カード／ユニット単位の収集データ 

収集データブロック ： カード／ユニット単位の収集データ 
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収集データ管理情報・キーワード 
 

$BLOCKINFO , 収集データブロック総数 

 
• 「BLOCKINFO」は，収集データ管理情報であることを示します。 
• 「収集データブロック総数」は，収集データブロックの総数を示します。０の場合，収集データブロッ
クは存在しません。（$COLLECTIONキーワードも出力されていない）。 

 
収集データブロック・キーワード 
 

$COLLECTION , 子局名 , カード／ユニットタグ番号 , スロット番号，カード種別 , 収集データ数 

 
• 収集データブロックは，最大２０００ブロックまで記述することが出来ます。 
• 「$COLLECTION」は，収集データブロック・キーワードであることを示します。 
• 「子局名－カード／ユニットタグ番号－カード種別」は，収集データにおけるデータの縦方向の並び順
をプロセス入出力カード／ユニット単位に示します。インデックスである。収集データ順に記述します。 

• 「子局名」，「カード／ユニットタグ番号」は，TN101の場合，子局の局名，カードタグ番号を示しま
す。TN10の場合，子局の局名，ユニットタグ番号を示します。 
それぞれ最大 16BYTE, 8BYTEの文字列データとします。 

• 「カード種別」は，プロセス入出力カードの種類を現すコードであり，カード毎に各チャネルの入力デ
ータがどのように並んでいるかを区別します。TN101の場合は，TN400/TN420の２種類がある。TN10
の場合は，

TN1019/TN1091/TN1029/TN1092/TN1022/TN1069/TN1096/TN1066/TN1089/TN1098/TN1026/TN1
062の１２種類があります。（
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表 17 入力データ並び参照） 
最大８文字の文字列データとします。 

• 「収集データ数」は，このブロックの収集データ数（行数）を示します。０の場合，次の行に，収集デ
ータは存在しません。 

 
収集データ 
 

時刻 , 入力データ並び 

 
• 収集データ行は，収集データブロックあたり，最大２０００行まで記述可能とします。 
• 収集データは，締め切り時刻以前の２４時間分のデータを時刻順に記述します。 
• 「時刻」は，収集データの記録日時を示します。”YYYYMMDDHHMMSS”形式とします。西暦は４桁
に変換しておきます。 

• 「入力データ並び」は，カード種別に応じて以下の形式となります。 
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表 17 入力データ並び 

カード種別 意味 入力データ並び 

TN400 TN400の
AI4 

カード情報，アナログ入力値１，アナログ平均値１，アナログ最大値１，最大時刻１，

アナログ最小値１，最小時刻１，アナログ積算値１，……，アナログ入力値４，アナロ

グ平均値４，アナログ最大値４，最大時刻４，アナログ最小値４，最小時刻４，アナロ

グ積算値４ 
TN420 TN420の

DI8 
カード情報，接点入力状態，パルス積算値１，パルス積算値２，オン変化回数１，オン

状態回数１,……，オン変化回数８，オン状態回数８ 
TN1019 TN10の

DI8 
ユニット情報，接点入力状態，パルス積算値１，パルス積算値２，パルス積算値３，パ

ルス積算値４，オン変化回数１，オン状態回数１,……，オン変化回数８，オン状態回数
８ 

TN1091 TN10の
DO8 

ユニット情報，接点出力状態 

TN1029 TN10の
DI4 

ユニット情報，接点入力状態，パルス積算値１，パルス積算値２，オン変化回数１，オ

ン状態回数１,……，オン変化回数４，オン状態回数４ 
TN1092 TN10の

DO4 
ユニット情報，接点出力状態 

TN1022 TN10の
DI4/DO4 

ユニット情報，接点入力状態，パルス積算値１，パルス積算値２，オン変化回数１，オ

ン状態回数１,……，オン変化回数４，オン状態回数４，接点出力状態 
TN1069 TN10のAI4 ユニット情報，アナログ入力値１，アナログ平均値１，アナログ最大値１，最大時刻１，

アナログ最小値１，最小時刻１，アナログ積算値１，……，アナログ入力値４，アナロ

グ平均値４，アナログ最大値４，最大時刻４，アナログ最小値４，最小時刻４，アナロ

グ積算値４ 
TN1096 TN10の

AO4 
ユニット情報，アナログ出力値１，アナログ出力値２，アナログ出力値３，アナログ出

力値４ 
TN1066 TN10の

AI4/AO4 
ユニット情報，アナログ入力値１，アナログ平均値１，アナログ最大値１，最大時刻１，

アナログ最小値１，最小時刻１，アナログ積算値１，……，アナログ入力値４，アナロ

グ平均値４，アナログ最大値４，最大時刻４，アナログ最小値４，最小時刻４，アナロ

グ積算値４，アナログ出力値１，アナログ出力値２，アナログ出力値３，アナログ出力

値４ 
TN1089 TN10の

DI4/AI4 
ユニット情報，接点入力状態，パルス積算値１，パルス積算値２，オン変化回数１，オ

ン状態回数１,……，オン変化回数４，オン状態回数４，アナログ入力値１，アナログ平
均値１，アナログ最大値１，最大時刻１，アナログ最小値１，最小時刻１，アナログ積

算値１，……，アナログ入力値４，アナログ平均値４，アナログ最大値４，最大時刻４，

アナログ最小値４，最小時刻４，アナログ積算値４ 
TN1098 TN10の

DO4/AO4 
ユニット情報，接点出力状態，アナログ出力値１，アナログ出力値２，アナログ出力値

３，アナログ出力値４ 
TN1026 TN10の

DI4/AO4 
ユニット情報，接点入力状態，パルス積算値１，パルス積算値２，オン変化回数１，オ

ン状態回数１,……，オン変化回数４，オン状態回数４，アナログ出力値１，アナログ出
力値２，アナログ出力値３，アナログ出力値４ 

TN1062 TN10の
DO4/AI4 

ユニット情報，アナログ入力値１，アナログ平均値１，アナログ最大値１，最大時刻１，

アナログ最小値１，最小時刻１，アナログ積算値１，……，アナログ入力値４，アナロ

グ平均値４，アナログ最大値４，最大時刻４，アナログ最小値４，最小時刻４，アナロ

グ積算値４，接点出力状態 
 
• 収集していない時刻のデータは出力しません。 
• 欠損したデータ項目は，”********”で表現します。 
• 子局から収集したデータに含まれる空白は削除して保存します。 
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警報データ・キーワード 
 

$ALERT , 警報データ数 

 
• 「$ALERT」は，警報データ・キーワードであることを示します。 
• 「警報データ数」は，警報データ数を示します。０の場合，警報データは存在しません。 

 
警報データ 
 

時刻，子局名，カード／ユニットタグ番号，スロット番号，チャネルタグ番号，チャネル番号，カード種別，

警報到着数，警報データ並び 

 
• 警報データ行は，最大１０００行まで記述することが出来ます。 
• 警報データは，締め切り時刻以前の２４時間分のデータを発生時刻順に１件／１行として記述します。 
• 「子局名」，「カード／ユニットタグ番号」は，TN101の場合，子局の局名，カードタグ番号を示しま
す。TN10の場合，子局の局名，ユニットタグ番号を示します。 
それぞれ最大 16BYTE, 8BYTEの文字列データとします。 

• システム警報の場合，「カード／ユニットタグ番号」を省略します。 
• 「スロット番号」は，TN10の場合，ユニット番号を出力します。 
• 「チャネル番号」は，TN10の場合，SUFFIX CODEが 89については，アナログ入力チャネルが５か
ら始まる番号になります。 

• 「カード種別」は，プロセス入出力カードの種類を現すコードであり，カード毎に各チャネルの入力デ
ータがどのように並んでいるかを区別します。 
TN101の場合，TN701SYS/TN400/TN420の３種類があります。 
TN10の場合， 
  TN10SYS/TN1019/TN1029/TN1022/TN1069/TN1066/TN1089/TN1026/TN1062 
の９種類があります。（表 18 警報データ並び参照） 
最大８文字の文字列データとします。 
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• 「警報データ並び」は，カード種別に応じて以下の形式となります。 

表 18 警報データ並び 

カード種別 意味 警報データ並び 

TN701SYS TN101のシ
ステム異常 

カード情報，システム異常情報 

TN400 TN400のプ
ロセス警報 

カード情報，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，アナログ入力値１，アナロ

グ入力値２，アナログ入力値３，アナログ入力値４ 
TN420 TN420のプ

ロセス警報 
カード情報，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，接点入力状態，パルス積算

値１，パルス積算値２ 
TN10SYS TN10のシ

ステム異常 
警報識別，システム異常情報 

TN1019 TN10の
DI8プロセ
ス警報 

警報識別，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，接点入力状態，パルス積算値

１，パルス積算値２，パルス積算値３，パルス積算値４ 

TN1029 TN10の
DI4プロセ
ス警報 

警報識別，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，接点入力状態，パルス積算値

１，パルス積算値２ 

TN1022 TN10の
DI4/DO4プ
ロセス警報 

警報識別，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，接点入力状態，パルス積算値

１，パルス積算値２，接点出力状態 

TN1069 TN10のAI4
プロセス警

報 

警報識別，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，アナログ入力値１，アナログ

入力値２，アナログ入力値３，アナログ入力値４ 

TN1066 TN10の
AI4/AO4プ
ロセス警報 

カード情報，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，アナログ入力値１，アナロ

グ入力値２，アナログ入力値３，アナログ入力値４，アナログ出力値１，アナログ出力

値２，アナログ出力値３，アナログ出力値４ 
TN1089 TN10の

DI4/AI4プ
ロセス警報 

警報識別，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，接点入力状態，パルス積算値

１，パルス積算値２，アナログ入力値１，アナログ入力値２，アナログ入力値３，アナ

ログ入力値４ 
TN1026 TN10の

DI4/AO4プ
ロセス警報 

警報識別，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，接点入力状態，パルス積算値

１，パルス積算値２，アナログ出力値１，アナログ出力値２，アナログ出力値３，アナ

ログ出力値４ 
TN1062 TN10の

DO4/AI4プ
ロセス警報 

警報識別，警報検出状態，警報発生状態，警報復帰状態，アナログ入力値１，アナログ

入力値２，アナログ入力値３，アナログ入力値４，接点出力状態 

 
• 子局から収集したデータに含まれる空白は削除して保存します。 
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5.2 帳票用出力ファイル仕様 
画面表示，印刷に必要なデータのみを日報 CSVファイル，月報 CSVファイルとして作成
していますし，EXCEL経由の帳票出力，および EXCEL, STARFAX経由の FAX出力にお
いても，CSVファイルを作成しています。 
これら CSVファイルの形式は，同じ形式になっています。 
 

ファイル作成規則 
• CSVファイル名には，下記の規則があります。 

表 19 CSVファイル名規則 

帳票種類 フォルダー名 ファイル名 
日報 CSVファイル 日報・月報 CSVファイル保存フ

ォルダー*1 
DAYYYYYMMDD.C
SV*2 

月報 CSVファイル 日報・月報 CSVファイル保存フ
ォルダー 

MONTHYYYYMM.C
SV 

日報印刷ワークファイル 作業領域フォルダー DAILY.CSV 
月報印刷ワークファイル 作業領域フォルダー MONTHLY.CSV 
FAX 自動送信ワークファ
イル 

作業領域フォルダー FAXREPORT.CSV 

*1) フォルダー名は，全て「ユーザー設定画面」のパラメータです。 
*2) YYYYは，西暦を示します。MMは，月を示します。DDは，日を示します。 

• EXCELのデータファイル形式である帳票データファイル名には，下記の規則があります。 
表 20 帳票データファイル名規則 

帳票種類 フォルダー名 ファイル名 
日報印刷 EXCEL データ
ファイル 

帳票 EXCELファイル保存フォ
ルダー*1 

DAYYYYYMMDD.C
SV*2 

月報印刷 EXCEL データ
ファイル 

帳票 EXCELファイル保存フォ
ルダー 

MONTHYYYYMM.C
SV 

FAX 自動送信 EXCEL デ
ータファイル 

帳票 EXCELファイル保存フォ
ルダー 

DAYYYYYMMDD.C
SV 

*1) フォルダー名は，全て「ユーザー設定画面」のパラメータです。 
*2) YYYYは，西暦を示します。MMは，月を示します。DDは，日を示します。 
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ファイル形式 

CSVファイル情報・キーワード 

アナログ入力／接点入力積算値データ・列タイトル 
アナログ入力／接点入力積算値データ 
   ∥ 
アナログ入力／接点入力積算値データ 

接点入力積算値データ 
   ∥ 
接点入力積算値データ 

警報データ・列タイトル 
警報データ 
   ∥ 
警報データ 

• 「CSVファイル情報・キーワード」は，ファイルに含まれる各データブロックの行列数を出力します。 
• 「アナログ入力／接点入力積算値データ・列タイトル」は，アナログ入力／接点入力積算値データの
列タイトル行を出力します。 

• 「アナログ入力／接点入力積算値データ」は，アナログ入力／接点入力積算値データのデータ行を出
力します。 

• 「接点入力積算値データ」は，接点入力積算値データの各行を示します。列タイトル行とデータ行を
１組として出力します。 

• 「警報データ・列タイトル」は，警報データの列タイトル行を出力します。 
• 「警報データ」は，警報データのデータ行を出力します。 
• 漢字コードは，シフトＪＩＳコードとします。 
• カンマで区切られた各要素について，数値データ型，文字列データ型の区別をします。文字列データ
中にカンマがある場合，””で囲みます。”がある場合，”を後ろに追加し，“”で囲みます。 
以下の説明において，文字列データ型のみ，その指定をします。 

• ””外の空白は出力しません。また，読み込み時に無視をします。 
 
CSVファイル情報・キーワード 
 

帳票データファイル名，アナログ入力／接点入力積算値データブロック行数，アナログ入力／接点入力積算

値データブロック列数，接点入力積算値データブロック行数，接点入力積算値データブロック列数，警報デ

ータブロック行数，警報データブロック列数，電話番号数，電話番号１，……，電話番号Ｎ 

• 「帳票データファイル名」は，作成する帳票データファイル名を記述します。最大半角２５５文字ま
でとします。 

• 「アナログ入力／接点入力積算値データブロック行数」，「アナログ入力／接点入力積算値データブ
ロック列数」は，アナログ入力／接点入力積算値データブロックの行数と列数を記述します。 

• 「接点入力積算値データブロック行数」，「接点入力積算値データブロック列数」は，接点入力積算
値データブロックの行数と列数を記述します。 

• 「警報データブロック行数」，「警報データブロック列数」は，警報データブロックの行数と列数を
記述します。 

• 「電話番号」，「電話番号Ｎ」は，FAX送信出力の時のみ出力します。 

アナログ入力／接点入力積算値データブロック 

パルス積算データブロック 

警報データブロック 
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アナログ入力／接点入力積算値データ・見出し 
 

日時，列タイトル１，…………，列タイトルＮ 
空白，単位１，…………，単位Ｎ 

• 「日時」は，固定文字列“日時”を出力します。 
• 「列タイトル１」，…………，「列タイトルＮ」には，「日報・月報データ画面」と同じ列タイトル
の項目名称部分を出力します。文字型データとします。 

• 「空白」は，半角スペース１文字を出力します。文字型データとします。 
• 「単位１」，…………，「単位Ｎ」には，「日報・月報データ画面」と同じ列タイトルの単位部分を
出力します。[]で括って出力します。文字型データとします。 

• 「連番Ｎ」は，「アナログ／接点入力積算値データブロック列数」と一致します。 
• 帳票用 CSVファイルの場合，「列タイトルＮ」は，局名，カード／タグ番号，チャネルタグ番号を
カンマで区切って出力します。 

 
アナログ入力／接点入力積算値データ 
 

日時，項目データ１，…………，項目データＮ 

• 「日時」は，「日報・月報データ画面」の「日時列」と同じ日時データを出力します。文字型データ
とします。 

• 「項目データ１」，…………，「項目データＮ」には，「日報・月報データ画面」と同じ収集データ
値を出力します。 

• 「連番Ｎ」は，「アナログ／接点入力積算値データブロック列数」と一致します。 
• 「アナログ入力／接点入力積算値データ」として，「日平均」等の各種統計値を出力します。 
• 未収集時刻のデータも「日時」のみを出力します。 

 
接点入力積算値データ 
 

項目，列タイトル１，…………，列タイトルＮ 
総計，項目データ１，…………，項目データＮ 

• 「項目」は，固定文字列“項目”を出力します。文字型データとします。 
• 「列タイトル１」，…………，「列タイトルＮ」には，「日報・月報データ画面」と同じ列タイトル
の項目名称を出力します。文字型データとします。 

• 「総計」は，日報，FAX自動送信の場合，固定文字列“日計／総計”を出力します。月報の場合，固
定文字列“月計／総計”を出力します。文字型データとします。 

• 「項目データ１」，…………，「項目データＮ」には，「日報・月報データ画面」と同じ収集データ
値を出力します。 

• 「連番Ｎ」は，「接点入力積算値データブロック列数」と一致します。 
• 帳票用 CSVファイルの場合，「列タイトルＮ」は，局名，カード／タグ番号，チャネルタグ番号を
カンマで区切って出力します。 
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警報データ・見出し 
 

列タイトル１，…………，列タイトルＮ 

• 「列タイトル１」，…………，「列タイトルＮ」には，「日報・月報データ画面」と同じ列タイトル
の項目名称を出力します。文字型データとします。 

• 「列タイトル」は，「時刻」，「警報名称」，「状態」，「累計」の繰り返しとします。 
• 「連番Ｎ」は，「警報データブロック列数」と一致します。 

 
警報データ 
 

項目データ１，…………，項目データＮ 

• 「項目データ１」，…………，「項目データＮ」には，「日報・月報データ画面」と同じ収集データ
値を出力します。「累計」を除いて文字型データとします。 

• 「連番Ｎ」は，「警報データブロック列数」と一致します。 
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5.3 標準 EXCELデータファイルについて 
TN960 インストールフォルダー下の PROTO フォルダーには，当社で用意しました標準
EXCELデータファイルがあります。ファイル名を下記に示します。 

表 21 標準 EXCELデータファイル名 
ファイル名 用途 
標準 FAX送信.XLS*1 FAX自動送信 
標準日報送信.XLS 日報印刷 
標準月報送信.XLS 月報印刷 

*1) Windows NT/4.0の場合，標準 FAX送信 NT.XLSをユーザー設定コマンドの「FAX送
信設定タブ画面」において、「FAX送信用 EXCELデータファイル」パラメータに指
定して、ご使用下さい。 
【参照】3.14.10節 FAX送信設定タブ画面 

 
これらのファイルのカスタマイズは，自由です。カスタマイズされた場合，ファイル名を

変更して，ご使用下さい。 
 

日報印刷例 
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カスタマイズについて 

• 標準 EXCELデータファイルのページ数を増やす場合，ワークシートを追加し，罫線をコ
ピーして下さい。 
グラフについても同様に，コピー後，“元のデータ”属性において，新しいワークシート

を指し示すように変更して下さい。 

• ユーザー設定コマンド／「ディジタル入力データ表示・印刷タブ画面」／「表示／印刷列
数」パラメータおよび，ユーザー設定コマンド／「警報データ表示・印刷タブ画面」／「表

示／印刷行数」パラメータを変更した場合，ワークシートの罫線，マクロの変更が必要で

す。 

• 標準 EXCELデータファイルのマクロは，ワークシートを開いたイベントにより実行され
ます。しかし，表 19 CSVファイル名規則に示すワークファイルが無いと，途中で実行
を中止します。標準 EXCELデータファイルをカスタマイズする場合，これらのワークフ
ァイルが無いことを確信してから，修正して下さい。 
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